
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
一
号
）

五
六
　
（
五
六
）

広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ

「
杜
会
主
義
経
済
学
」

い
て
（
承
前
）

の
生
成
と
発
展

木
　
　
原

正
　
雄

　
杜
会
主
義
革
命
後
、
因
民
経
済
の
復
興
期
（
一
九
二
〇
年
）
か
ら
杜
会
主
義
経
済
の
建
設
過
程
に
は
い
っ
た
こ
ろ
、
す
な
わ
ち
、
お

お
む
ね
第
一
次
五
ヵ
年
計
画
□
一
九
二
八
↓
二
二
年
〕
の
こ
ろ
ま
で
の
ソ
連
邦
に
お
い
て
、
ソ
ピ
ェ
ト
経
済
の
理
論
的
諸
間
題
を
め
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

り
、
お
お
く
の
間
題
提
起
と
、
こ
れ
を
め
ぐ
る
活
澄
な
論
争
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
　
（
１
）
　
こ
れ
に
っ
い
て
は
、
拙
稿
「
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
っ
い
て
」
（
『
立
命
館
経
済
学
』
第
十
巻
第
四
号
）
、
「
杜
会
主
義
経
済
学
の
生
成
と

　
　
　
発
展
」
（
『
経
済
論
叢
』
第
九
一
巻
第
四
号
）
お
よ
び
「
杜
会
主
義
経
済
学
の
対
象
に
つ
い
て
」
　
（
同
上
、
第
九
一
巻
第
六
号
）
参
照
。

　
一
九
二
〇
年
に
、
　
『
過
渡
期
の
経
済
』
（
、
．
０
弟
冨
◎
崖
目
目
四
目
昌
實
員
昌
、
。
目
暑
昌
貝
四
二
）
と
い
う
表
題
　
　
　
「
転
形
期
の
一
般
理
論
」
と

い
う
副
題
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
　
　
で
公
刊
さ
れ
た
ブ
ハ
ー
リ
ソ
（
甲
身
凶
曽
ｂ
目
自
）
の
著
作
は
、
「
科
学
的
共
産
主
義
の
偉
大
な
創
始

者
が
予
言
し
た
、
か
の
「
崩
壊
」
　
（
Ｎ
冨
・
昌
毒
ま
；
・
｝
。
・
）
の
性
質
に
つ
い
て
、
ま
た
資
本
主
義
杜
会
の
共
産
主
義
杜
会
へ
の
転
化
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

程
ｏ
性
質
に
つ
い
て
の
、
あ
り
き
た
り
の
、
俗
流
の
、
え
せ
マ
ル
ク
ス
主
義
的
な
観
念
を
く
つ
が
え
す
こ
と
を
、
そ
の
課
題
」
と
し

て
か
か
れ
た
も
Ｏ
て
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
こ
Ｏ
著
作
は
、
レ
ー
－
ニ
ソ
が
揖
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の



あ
や
ま
り
と
欠
陥
を
も
っ
て
い
た
。
ま
ず
第
一
に
、
　
「
ブ
ハ
ー
リ
ソ
は
、
い
ろ
い
ろ
な
用
語
を
、
同
志
ア
．
ボ
グ
ダ
ー
ノ
フ
が
つ
か

っ
た
の
と
妻
じ
い
芝
喜
ら
一
）
た
め
、
「
弁
証
法
的
唯
物
論
一
す
な
わ
ち
一
ル
ク
ス
主
義
一
と
矛
盾
す
る
術
語
の
ス
コ
ラ
主
義

一
哲
学
的
き
そ
の
点
で
は
・
不
可
知
論
的
・
ヒ
一
÷
ヵ
ソ
拓
一
・
観
念
論
に
書
い
一
た
こ
と
で
雲
。
第
二
は
、
「
ス
一
ラ
哲
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

と
無
意
識
的
な
観
念
論
的
（
哲
学
的
意
味
で
の
）
な
折
衷
主
義
的
用
語
」
が
お
お
く
、
経
済
過
程
を
事
実
に
そ
く
し
て
具
体
的
に
み
ず
、

事
実
に
つ
い
て
の
記
述
に
欠
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
著
作
が
、
全
体
と
し
て
観
念
論
的
で
あ
り
、
事
実
に
つ
い
て
の
資
料
に

欠
け
て
い
る
こ
と
は
・
レ
ー
ニ
ソ
に
よ
り
指
摘
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
杜
会
主
義
経
済
学
を
確
立
す
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
の
著

作
が
、
否
定
的
な
影
響
を
あ
た
え
た
の
は
、
と
く
に
、
か
れ
の
「
経
済
学
消
減
論
」
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
¢
く
窒
寝
貝
申
一
〇
雪
昌
崖
員
曽
目
昌
昌
着
・
－
竃
◎
・
ｏ
昌
・
蜆
・

　
　
一
２
；
；
白
竃
二
婁
竃
自
墨
竃
葛
・
貴
亀
曇
奮
冨
・
竃
墨
目
。
・
。
一
。
員
同
。
、
。
目
。
・
目
。
員
讐
》
肖
、
目
目
、
、
。
竃
帥
。
。
。
・
量
』
。
曽

　
　
Ｈ
－
．
Ｏ
昌
．
き
○
ｉ
き
Ｈ
・
（
以
下
「
レ
ー
ニ
ソ
の
評
注
」
）

　
　
　
　
「
ボ
グ
ダ
ー
ノ
フ
が
つ
か
っ
た
の
と
お
な
じ
み
」
と
い
う
の
は
、
ボ
グ
ダ
ー
ノ
フ
の
つ
か
っ
て
い
る
用
語
も
そ
の
意
味
も
、
観
念
論
と
折
衷

　
　
主
裁
の
哲
学
に
よ
っ
て
き
そ
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
っ
か
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
　
（
３
）
弓
婁
塞
一
葛
・
き
Ｈ
．

　
　
（
４
）
　
弓
９
曽
翼
Ｐ
ｏ
昌
・
ト
ｏ
Ｈ
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
こ
の
著
作
は
、
　
「
革
命
後
は
じ
め
て
、
賓
本
主
蔑
か
ら
杜
会
主
義
へ
の
移
行
の
理
論
を
定
式
化
し
た
も
の
」
で
あ

り
・
レ
ー
ニ
ソ
の
指
商
し
た
あ
や
ま
り
と
欠
陥
を
も
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
　
「
そ
Ｏ
後
何
年
問
か
に
わ
た
っ
て
、
ソ
ヒ
エ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

理
論
宋
が
距
倒
的
に
支
持
し
た
、
い
く
つ
か
の
基
本
的
諦
概
念
を
か
た
ち
づ
く
っ
た
」
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
－
（
…
ぎ
；
－
＞
．
一
９
包
一
一
っ
｛
．
ヨ
さ
一
、
〇
一
三
Ｓ
二
一
；
；
ヨ
｝
ｏ
｛
○
ｏ
○
ユ
竺
。
。
貝
．
い
、
、
一
．
一
、
一
４
、
へ
饒
、
、
Ｌ
り
阜
！
。
・
・
。
ニ
シ
Ｎ
宣
．

　
　
（
２
一
　
｝
ぐ
ニ
ニ
ヨ
〔
；
一
＞
∴
さ
“
一
～
二
？
Ｎ
へ
仁
・

　
　
　
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
（
承
前
）
　
ブ
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
　
（
五
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
廿
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
　
　
（
五
八
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
「
経
済
学
消
減
論
」
、
す
な
わ
ち
「
経
済
学
は
、
商
品
経
済
を
研
究
す
る
も
の
」
で
あ
り
、
　
「
理
論
経
済
学
と
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

商
品
の
生
産
に
も
と
づ
く
杜
会
経
済
に
か
ん
す
る
科
学
、
す
な
わ
ち
組
織
さ
れ
て
い
な
い
杜
会
経
済
に
か
ん
す
る
科
学
」
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
　
「
組
織
さ
れ
た
杜
会
経
済
を
と
り
あ
つ
か
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
や
、
経
済
学
の
基
本
的
「
諸
間
題
」
は
消
え
て
し

　
（
３
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

ま
う
」
。
し
た
が
っ
て
「
資
本
主
義
－
商
品
杜
会
の
終
末
は
、
経
済
学
の
終
末
」
で
も
あ
る
、
と
考
え
、
経
済
学
を
資
本
主
義
生
産

関
係
に
つ
い
て
の
科
学
に
限
定
し
た
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
見
解
は
、
二
〇
年
代
の
ソ
連
邦
の
経
済
学
老
の
あ
い
だ
に
一
時
お
お
き
な
影
響

を
あ
た
え
た
。

　
　
（
１
）
暑
肇
ｂ
昌
自
．
一
ｂ
雪
雪
冒
墨
目
昌
實
員
口
◎
昌
皇
寝
◎
軍
Ｈ
竃
ｏ
．
Ｓ
匂
．
。
。
．

　
　
（
２
）
弓
婁
塞
一
Ｓ
匂
．
べ
．

　
　
（
３
）
弓
竃
塞
一
Ｓ
宇
べ
．

　
　
（
４
）
弓
竃
塞
一
Ｓ
や
・
。
．

　
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
こ
の
よ
う
な
見
解
を
、
レ
ー
ニ
ソ
が
「
エ
ソ
ゲ
ル
ス
か
ら
一
歩
後
退
し
た
定
義
」
で
あ
り
、
　
「
商
品
生
産
も
ま
た

組
織
さ
れ
た
経
済
で
あ
る
」
と
し
て
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
あ
や
ま
り
を
指
摘
し
た
こ
と
は
、
現
在
よ
く
し
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
「
経
済
学
消
減
論
」
の
論
拠
の
ひ
と
つ
は
、
マ
ル
ク
ス
が
『
資
本
論
』
第
三
巻
で
、
　
「
　
も
し
事
物
の
現
象
形
態
と
本
質
と
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

直
接
的
に
一
致
す
る
な
ら
ば
、
お
よ
そ
科
学
は
余
計
な
も
の
で
あ
ろ
う
　
　
」
と
の
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ブ
ハ
ー
リ
ソ
は
、
マ

ル
ク
ス
の
こ
の
指
摘
を
論
拠
と
し
、
資
本
主
義
－
商
品
杜
会
が
な
く
な
れ
ば
、
現
象
形
態
と
本
質
と
は
一
致
す
る
だ
ろ
う
こ
と
を
前

提
と
し
、
科
学
と
し
て
の
経
済
学
は
、
資
本
主
義
の
消
減
と
と
も
に
、
そ
の
存
在
の
必
要
は
な
く
な
る
、
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
（
１
）
　
イ
ル
ク
ス
『
資
本
諭
－
一
第
三
巻
　
長
谷
部
訳
　
一
一
九
ニ
ベ
ー
ジ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
し
か
し
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
こ
の
「
経
済
学
消
滅
論
」
は
、
ア
ソ
チ
ー
ツ
キ
ソ
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
つ
ぎ
の
二
つ
の
弱
点
を



芝
二
る
二
つ
は
・
資
本
主
義
か
ら
杜
会
主
義
一
の
過
渡
期
、
罠
経
済
の
奈
で
杜
会
主
義
経
済
形
態
が
支
配
的
に
な
つ
た

時
期
に
・
事
物
の
現
象
形
態
と
本
質
と
は
つ
ね
に
一
致
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
、
す
こ
し
嘉
証
さ
れ
て
い
き
こ
と
。
第
二

は
・
「
反
デ
ー
リ
ソ
グ
論
一
の
象
で
、
経
済
学
の
対
象
、
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
の
べ
た
一
ソ
ゲ
ル
ス
の
見
解
が
、

本
質
的
に
な
ん
ら
論
破
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　
　
一
－
一
＞
雲
冒
竃
二
∴
：
暑
一
竃
；
§
冒
葦
暮
・
婁
一
蔓
・
奮
・
蔓
戻
曽
。
呂
旨
四
・
射
。
自
。
、
曽
、
》
・
§
三
。
．
着
．
。
、
一
．

　
　
ｏ
．
１
卜
参
照
。

「
経
済
学
消
滅
論
一
は
・
必
然
的
に
・
資
本
主
義
か
ら
杜
会
主
義
一
の
過
渡
期
、
杜
会
主
義
の
段
階
に
春
る
経
済
諸
法
則
の
存

在
と
作
用
を
否
定
す
る
こ
と
隻
る
・
喜
奮
、
「
人
間
杜
会
に
淳
る
物
質
的
害
資
料
の
生
産
と
交
換
と
を
支
配
す
る
諸
法

服
“
を
そ
の
発
展
に
お
い
て
研
究
す
る
経
済
学
の
存
在
を
否
定
す
る
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
資
本
主
義
か
ら
杜
会
主
義
へ
の

過
渡
期
・
杜
会
主
義
の
段
階
に
存
在
し
作
用
す
る
ど
の
よ
う
な
経
済
法
則
を
も
否
定
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
ツ
プ

の
こ
と
は
・
ブ
↑
リ
ソ
が
・
過
渡
期
の
経
済
の
性
格
を
ど
の
よ
う
に
規
定
し
、
当
時
の
政
策
一
一
九
二
〇
年
い
ご
に
と
ら
れ
た
「
新
経

済
政
策
一
ム
婁
冒
§
；
。
寿
Ｋ
１
一
の
本
質
を
ど
の
よ
う
に
規
定
し
た
か
、
と
い
う
点
に
は
つ
き
り
と
言
れ
る
。
す
奪
ち
、

ブ
ハ
ー
リ
ソ
は
・
　
「
新
経
済
政
策
」
の
基
本
的
な
特
徴
を
、
市
場
関
係
の
発
展
の
み
に
も
と
め
、
こ
の
政
策
が
、
資
本
’
主
義
的
要
素

と
の
階
級
的
闘
争
の
奈
で
・
杜
会
妻
セ
ク
タ
ー
に
さ
て
は
す
で
に
存
在
し
、
作
用
し
て
い
る
杜
会
主
義
経
済
諸
法
則
に
依
拠

し
・
杜
会
主
義
の
建
設
を
企
図
し
た
政
策
で
あ
る
こ
と
を
み
な
か
つ
た
。
こ
の
た
め
「
経
済
学
消
滅
論
」
に
も
と
づ
く
ブ
ハ
ー
リ
ソ

の
見
解
は
・
杜
会
主
義
建
設
と
い
う
実
践
の
面
で
、
い
ち
じ
る
し
く
否
定
的
な
結
火
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
（
承
前
）

（
木
原
）

五
九
　
（
五
九
）

‘



立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
一
号
）

六
〇
　
（
六
〇
）

二

　
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
哲
学
的
見
解
が
、
ボ
グ
ダ
ー
ノ
フ
の
影
響
を
つ
よ
く
う
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
レ
ー
ニ
ソ
が
指
摘
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
経
済
学
の
分
野
に
お
い
て
も
、
ボ
グ
ダ
ー
ノ
フ
の
見
解
を
継
承
し
て
い
る
。

　
ボ
グ
ダ
ー
ノ
フ
の
経
済
学
の
一
つ
の
特
徴
は
、
杜
会
の
発
展
法
則
を
機
械
論
的
に
把
握
し
、
階
級
闘
争
や
杜
会
的
対
立
を
、
杜
会

と
環
境
と
の
均
衡
の
な
が
れ
か
ら
み
ち
び
き
だ
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
勢
力
均
衡
説
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
見

　
　
　
（
１
）

解
で
あ
る
。
ブ
ハ
ー
リ
ソ
は
、
ボ
グ
ダ
ー
ノ
フ
の
こ
の
よ
う
な
見
解
を
、
か
れ
自
身
の
経
済
理
論
の
な
か
に
も
ち
こ
み
、
つ
ぎ
の
よ

う
な
結
論
に
到
達
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
、
、
、
リ
ュ
ー
チ
ソ
、
ポ
リ
ー
リ
ソ
「
サ
ヴ
ェ
ー
ト
経
済
学
に
於
け
る
偏
向
」
　
邦
訳
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
旗
の
下
に
』
一
九
三
一
年
　
第
十

　
　
三
号
　
五
四
ぺ
ー
ジ
。

　
す
な
わ
ち
、
ボ
グ
ダ
ー
ノ
フ
は
、
杜
会
の
発
展
法
則
を
機
械
論
的
に
把
握
す
る
こ
と
か
ら
、
歴
史
的
に
規
定
さ
れ
た
一
定
の
杜
会

経
済
構
成
体
に
存
花
し
、
作
川
す
る
法
則
を
、
あ
ら
ゆ
る
構
成
体
に
も
あ
て
は
ま
る
、
一
般
的
、
超
腿
史
的
法
則
と
同
一
視
し
、
ま

た
経
済
的
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
も
超
歴
史
的
な
も
の
と
み
な
し
た
。
た
と
え
ぱ
、
こ
の
た
め
、
抽
敦
的
労
働
と
い
う
杜
会
的
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
も
、

あ
ら
ゆ
る
杜
会
．
経
済
構
成
体
に
あ
て
は
ま
る
も
の
と
し
て
払
大
適
川
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ボ
グ
ダ
ー
ノ
フ
や
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
「
労

働
支
出
の
法
則
」
（
。
。
、
ズ
。
、
、
、
易
貝
。
冒
、
、
、
・
。
、
、
葛
弓
）
は
、
こ
う
し
て
で
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
杜
会
発
展
法
則
は
、
商

品
経
済
Ｏ
衣
服
が
な
く
な
れ
ぱ
、
　
「
裸
体
」
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
し
て
経
済
学
は
消
減
す
る
。
ブ
ハ
ー
リ
ソ
に
よ
れ
ぱ
、
祉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

会
主
義
杜
会
に
お
い
て
は
、
永
久
に
か
わ
ら
な
い
「
労
例
支
出
Ｏ
法
則
」
が
、
生
産
力
Ｏ
運
動
を
直
接
に
規
制
す
る
よ
う
に
な
る
。



　
（
１
）
　
ミ
リ
ュ
ー
チ
ソ
、
ボ
リ
ー
リ
ソ
　
前
掲
論
文
　
五
四
－
五
五
べ
ー
ジ
参
照
。

　
こ
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
展
段
階
の
特
殊
な
杜
会
的
性
格
と
内
脊
を
無
視
す
る
こ
と
か
ら
、
資
本
主
義
か
ら
杜
会
主
義
へ
の

過
渡
段
階
に
お
け
る
生
産
力
の
発
展
も
、
富
一
般
の
増
大
、
国
民
所
得
一
般
の
増
大
、
あ
る
い
は
工
業
一
般
の
発
展
と
な
り
、
そ
の

杜
会
的
形
態
、
過
渡
期
に
お
け
る
杜
会
主
義
ウ
ク
ラ
ー
ド
と
資
本
主
義
要
素
と
の
闘
争
、
お
よ
び
そ
の
闘
争
を
つ
う
じ
て
杜
会
主
義

ウ
ク
ラ
ー
ド
を
強
化
す
る
と
い
う
過
渡
期
経
済
の
基
本
的
特
徴
が
無
視
さ
れ
、
階
級
闘
争
が
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
た
ん
に

生
産
力
の
増
大
の
み
が
間
題
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
生
産
力
の
よ
り
急
速
な
増
大
は
、
杜
会
主
義
生
産
関
係
の
も
と
に
お
い
て
の

み
達
成
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
否
定
さ
れ
、
杜
会
主
義
ウ
ク
ラ
ー
ド
を
発
展
さ
せ
る
た
め
、
資
本
主
義
要
素
と
闘
争
す
る
こ
と
が
、

た
ん
に
生
産
力
の
増
大
の
間
題
に
す
り
か
え
ら
れ
て
し
ま
い
、
ひ
い
て
は
、
杜
会
主
義
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
と
い
う
結
果
に
み
ち

び
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ブ
ハ
ー
リ
ソ
は
、
　
「
生
産
力
そ
の
も
の
を
、
し
ば
し
ば
技
術
と
同
一
視
し
、
か
つ
一
般
的
に
そ
の
特
殊
な
杜
会
的
形
態
よ
り
ひ
き

は
な
し
て
考
察
す
る
」
。
ま
た
「
生
産
関
係
は
、
単
純
に
ー
『
空
問
に
お
け
る
人
問
の
地
位
』
と
し
て
、
す
な
わ
ち
純
技
術
的
な
関
連
と

し
て
あ
ら
わ
さ
れ
導
生
産
の
技
術
鴉
面
と
杜
会
的
側
面
と
の
蓑
が
ぬ
り
つ
書
れ
る
た
め
、
汁
会
的
走
物
の
再
生
産
過

程
は
・
生
産
の
物
的
、
人
的
要
素
の
た
ん
な
る
機
械
的
な
運
動
の
過
程
に
す
ぎ
な
く
な
る
。
経
済
学
の
研
究
対
象
で
あ
る
経
済
法
則

は
、
運
動
の
法
則
で
は
な
く
、
た
ん
な
る
均
衡
の
法
則
と
な
る
。

　
　
（
１
）
　
ミ
リ
ュ
ー
チ
ソ
、
ボ
リ
ー
リ
ソ
　
前
掲
論
文
　
五
五
－
五
六
ぺ
－
ジ
参
照
。

　
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
い
わ
ゆ
る
「
均
衡
法
則
」
論
は
、
か
れ
の
経
済
学
の
方
法
論
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。
、
フ
ハ
ー
リ
ソ
は
、
均
衡

論
の
立
場
に
た
つ
こ
と
に
よ
り
、
現
実
認
識
の
根
本
的
原
則
で
あ
る
弁
証
法
的
な
把
握
を
し
り
ぞ
け
、
弁
証
法
の
基
本
的
モ
メ
ソ
ト

　
　
　
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
（
承
前
）
　
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
　
（
六
一
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
へ
第
十
二
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二
　
　
（
六
二
）

で
あ
る
対
立
物
の
統
一
、
対
立
物
の
闘
争
を
否
定
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
杜
会
・
経
済
現
象
の
分
析
に
あ
た
っ
て
、
内
的
矛
盾
の
過

少
評
価
、
し
た
が
っ
て
ま
た
階
級
闘
争
の
過
少
評
価
に
み
ち
び
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
均
衡
論
は
、
独
占
資
本
主
義
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
、
資
本
主
義
は
、
意
識
的
に
組
織
さ
れ
た
経
済
に
む
か
っ

て
す
す
み
、
資
本
主
義
生
産
関
係
は
、
し
だ
い
に
物
神
崇
拝
を
脱
皮
す
る
方
向
に
む
か
っ
て
発
展
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る

「
組
織
さ
れ
た
資
本
主
義
」
で
あ
る
と
い
う
見
解
に
ま
で
、
い
た
ら
し
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
ブ
ハ
ー
リ
ソ
が
、
こ
の
「
組

織
さ
れ
た
資
本
主
義
」
論
を
展
開
し
た
の
は
、
さ
き
に
あ
げ
た
『
過
渡
期
の
経
済
』
に
お
い
て
で
あ
る
。

　
ブ
ハ
ー
リ
ソ
は
、
こ
の
著
作
の
第
一
章
「
世
界
資
本
主
義
の
構
造
」
に
お
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
　
「
現
代
資
本
主

　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

義
は
、
世
界
資
本
主
義
」
で
あ
る
。
世
界
資
本
主
義
と
い
う
の
は
、
　
「
資
本
主
義
生
産
関
係
が
全
世
界
に
わ
た
っ
て
支
配
し
、
地
球

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

の
す
べ
て
の
部
分
を
、
堅
固
な
経
済
的
紐
帯
で
む
す
び
つ
け
て
い
る
」
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
　
「
現
代
で
は
、
杜
会
経
済
は
、
具

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

体
的
に
世
界
経
済
の
な
か
に
表
現
さ
れ
て
い
る
」
。
「
…
…
現
代
資
本
主
義
の
構
造
は
、
経
済
の
主
体
と
し
て
、
集
産
資
本
主
義
組
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

　
　
「
国
家
資
本
主
義
ト
ラ
ス
ト
」
が
登
場
し
て
い
る
、
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」
そ
し
て
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
は
、
つ
ぎ
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
）

な
結
論
に
到
達
す
る
。
す
な
わ
ち
「
金
融
資
本
は
、
大
資
本
主
義
諸
国
内
部
の
生
産
の
無
政
府
性
を
消
減
さ
せ
た
」
と
。
こ
う
し
て
、

「
資
本
主
義
的
「
国
民
経
済
」
は
、
非
合
理
的
体
制
か
ら
合
理
的
組
織
へ
、
主
体
性
の
な
い
経
済
か
ら
、
経
済
を
い
と
な
む
主
体
へ

　
　
（
６
）

と
転
化
」
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
転
化
は
、
　
「
金
融
質
本
主
義
の
発
達
と
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
ジ
ー
の
経
済
組
織
が
、
政
治
組
織
と
緕
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
７
）

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
ブ
ハ
ー
リ
ソ
は
、
こ
の
よ
う
に
の
ぺ
て
、
独
占
資
本
主
義
の
段
陪
に

お
い
て
は
、
独
占
は
、
個
六
の
資
本
主
義
因
の
内
部
に
お
い
て
は
、
競
箏
を
と
り
の
ぞ
き
、
資
本
主
義
に
固
有
な
無
政
府
性
を
と
り

の
ぞ
く
と
い
う
「
糾
織
さ
れ
た
資
本
主
義
」
論
を
構
築
し
た
。

■



　
（
１
）
身
竃
ｂ
冨
申
一
実
冨
◎
竃
墨
目
昌
實
◎
君
◎
昌
畠
冒
、
貝
蟹
・
Ｈ
竃
◎
・
。
一
亨
・
。
・

　
（
２
）
■
竃
嚢
一
毫
』
・

　
（
３
）
弓
竃
塞
一
Ｓ
匂
二
・

　
（
４
）
弓
竃
塞
一
葛
・
Ｈ
◎
・

　
（
５
）
弓
竃
葛
．
塞
Ｌ
◎
・

　
（
６
）
弓
竃
塞
一
葛
．
Ｈ
卜

　
（
７
）
弓
竃
塞
．
葛
．
Ｈ
卜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
フ
ハ
ー
リ
ソ
が
の
べ
て
い
る
よ
う
に
、
資
本
主
義
生
産
関
係
は
、
全
世
界
に
わ
た
っ
て
支
配
し
て
は
い
な
い
し
、
金
融
資
本
は
、

大
資
本
主
義
諸
因
内
部
の
生
産
の
無
政
府
性
を
、
け
っ
し
て
消
減
さ
せ
て
は
い
な
い
。
独
占
は
、
競
争
を
排
除
す
る
ど
こ
ろ
か

も
ち
ろ
ん
そ
の
形
態
は
変
化
し
て
い
る
と
は
い
え
　
　
新
ら
た
な
抗
争
を
う
み
だ
し
て
い
る
こ
と
は
、
事
実
が
し
め
し
て
い
る
。

　
独
占
資
本
主
義
の
「
構
造
」
を
、
以
上
の
よ
う
に
把
握
し
た
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
方
法
は
、
杜
会
的
生
産
物
の
再
生
産
過
程
に
つ
い
て

も
、
独
白
な
見
解
に
み
ち
び
く
こ
と
に
な
っ
た
。

　
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
ば
あ
い
、
再
生
産
過
程
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
基
本
的
課
題
は
、
資
本
主
義
再
生
産
過
程
の
矛
盾
を
あ

き
ら
か
に
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
ま
た
、
資
本
主
義
生
産
の
運
動
法
則
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
で
は
な
く
な
り
、
た

ん
に
資
本
主
義
再
生
産
の
均
衡
条
件
を
あ
き
ら
か
に
し
、
均
衡
条
件
を
も
と
に
し
た
分
析
で
し
か
な
く
な
る
。
す
な
わ
ち
、
ブ
ハ
ー

リ
ソ
に
と
っ
て
は
・
資
本
主
義
生
産
の
運
動
を
特
徴
づ
け
る
諸
条
件
を
あ
き
ら
か
に
し
、
分
析
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
た
だ
運
動
の

個
六
〇
偶
然
的
な
契
機
、
す
な
わ
ち
均
衡
を
特
徴
づ
け
る
諸
条
件
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
「
均
衡
論
」
は
、
資
本
主
義
再
生
産
過
程
の
特
徴
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と
を
さ
ま
た
げ
た
ば
か
り
か
、
塘
一
次
大

戦
後
資
本
主
義
が
相
対
的
安
定
期
に
は
い
り
、
一
方
ソ
連
邦
で
は
、
一
九
二
七
年
（
杜
会
主
義
工
業
化
に
ひ
き
っ
づ
く
、
稿
極
的
農
業
集
団

　
　
　
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
（
承
前
）
　
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三
　
へ
六
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四
　
　
（
六
四
）

化
の
時
期
）
い
ご
に
み
ら
れ
た
、
革
命
的
た
か
ま
り
が
み
ら
れ
た
時
期
の
分
析
に
お
い
て
、
内
的
矛
盾
、
階
級
闘
争
を
過
少
評
価
し

あ
る
い
は
無
視
す
る
な
ど
の
あ
や
ま
り
を
お
か
す
こ
と
と
な
り
、
当
時
ソ
連
邦
政
府
と
党
が
お
こ
な
い
つ
つ
あ
っ
た
工
業
化
政
策
に

反
対
す
る
理
論
的
支
柱
と
な
り
、
　
「
集
団
化
に
た
い
し
個
人
的
農
業
を
ヨ
ー
ゴ
す
る
理
論
的
よ
り
ど
こ
ろ
、
杜
会
主
義
工
業
と
協
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

化
に
よ
り
お
し
の
け
ら
れ
た
個
人
資
本
の
地
位
を
強
化
」
す
る
た
め
の
論
拠
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
ミ
リ
ュ
ー
チ
ソ
、
ボ
リ
ー
リ
ソ
　
前
掲
論
文
　
五
六
べ
－
ジ
参
照
。

　
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
均
衡
論
が
、
ソ
連
邦
に
お
け
る
杜
会
主
義
建
設
の
過
程
で
批
判
さ
れ
た
主
要
な
点
は
、
そ
の
理
論
的
構
築
が
、
一

般
杜
会
学
的
な
も
の
で
あ
る
た
め
、
階
級
的
視
点
が
欠
除
し
、
資
本
主
義
か
ら
杜
会
主
義
へ
の
過
渡
期
の
特
徴
を
現
解
す
る
こ
と
が

で
き
ず
、
階
級
的
契
機
を
過
少
評
価
し
た
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
資
本
主
義
か
ら
杜
会
主
義
へ
の
過
渡
期
に
お
け
る
特
徴
、
す

な
わ
ち
、
激
烈
な
階
級
闘
争
を
つ
う
じ
て
、
資
本
主
義
要
素
と
の
闘
争
を
つ
う
じ
て
、
国
民
経
済
の
杜
会
主
義
的
改
造
が
す
す
め
ら

れ
る
と
い
う
、
過
渡
期
に
お
け
る
階
級
闘
争
の
特
徴
を
過
少
評
価
し
た
。
運
動
と
い
う
視
点
か
ら
過
渡
期
を
み
ず
、
過
渡
期
経
済
に

お
け
る
矛
盾
を
み
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
プ
レ
ォ
ブ
ラ
ジ
ェ
ソ
ス
キ
ー
（
申
写
８
８
翼
竃
實
簑
）
は
、
矛
盾
を
も
っ
た
過
渡
期
経
済

を
分
析
し
た
が
、
そ
の
統
一
を
み
な
か
っ
た
と
す
れ
ぱ
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
は
、
統
一
の
背
後
に
あ
る
矛
盾
を
み
な
か
っ
た
。
ブ
ハ
ー
リ

ソ
も
プ
レ
オ
ブ
ラ
ジ
ェ
ソ
ス
キ
ー
も
、
陪
級
闘
争
の
な
か
で
杜
会
主
義
ウ
ク
ラ
ー
ド
が
強
化
さ
れ
る
と
い
う
過
渡
期
の
固
有
な
特
徴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

を
正
し
く
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
、
と
い
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
過
渡
期
Ｏ
附
級
的
特
徴
、
過
渡
期
の

法
則
性
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
祉
会
主
義
建
設
過
程
に
お
け
る
陪
級
闘
争
を
過
少
評
価
し
、
杜
会
主
義
工
業
化
政
策
、
農
業

集
団
化
政
策
に
た
い
し
、
反
対
の
立
場
に
た
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
《
じ
昌
冒
竃
舅
》
一
一
竃
◎
．
多
二
－
卜
Ｓ
匂
．
Ｈ
８
．



　
過
渡
期
に
お
け
る
特
徴
の
不
理
解
、
そ
の
階
級
的
特
徴
の
過
少
評
価
の
た
め
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
は
、
一
九
二
〇
年
代
に
み
ら
れ
た
穀

物
恐
慌
か
ら
脱
出
す
る
方
法
と
し
て
、
農
産
物
価
格
を
引
上
げ
る
と
い
う
方
法
、
す
な
わ
ち
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
や
ソ
フ
ホ
ー
ズ
な
ど
杜

会
主
義
農
業
経
営
を
強
化
す
る
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
ク
ラ
ー
ク
を
も
ふ
く
む
個
人
農
経
営
を
育
成
す
る
と
い
う
方
策

に
よ
っ
て
、
す
な
わ
ち
資
本
主
義
的
要
素
を
強
化
す
る
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
、
穀
物
恐
慌
を
克
服
す
べ
き
で
あ
る
と
提
案
し
た
。

杜
会
主
義
工
業
化
政
策
に
た
い
し
て
は
、
高
い
工
業
化
テ
ソ
ポ
に
反
対
し
、
部
門
問
の
た
ん
な
る
均
衡
の
実
現
を
主
張
し
、
ま
た
階

級
と
し
て
の
ク
ラ
ー
ク
を
一
掃
す
る
過
程
で
、
農
業
集
団
化
を
す
す
め
る
政
策
に
反
対
し
た
の
で
あ
る
。

　
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
理
論
が
、
「
右
翼
目
和
見
主
義
理
論
」
と
し
て
批
判
さ
れ
た
の
は
、
第
一
に
、
か
れ
が
、
過
渡
期
を
対
立
物
の
統

一
と
し
て
把
握
し
な
か
っ
た
こ
と
、
第
二
は
、
統
一
物
の
な
か
の
矛
盾
を
過
少
評
価
し
た
点
に
あ
る
。
こ
の
た
め
、
実
践
的
に
は
、

「
工
業
化
政
策
反
対
の
理
論
的
武
器
」
を
あ
た
え
、
農
業
の
分
野
で
は
、
農
業
集
団
化
政
策
に
反
対
し
’
ク
ラ
ー
ク
を
ヨ
ー
ゴ
し
、

そ
の
地
位
を
強
化
す
る
の
に
役
立
つ
理
論
と
し
て
、
批
判
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

三

　
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
方
法
論
晦
前
提
と
な
っ
て
い
る
「
均
衡
論
」
は
、
理
論
的
に
も
、
実
践
の
面
に
お
い
て
も
、
は
げ
し
い
批
判
の
対

象
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
　
「
異
常
に
普
及
し
」
、
「
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
政
治
上
の
反
対
老
で
す
ら
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
、
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

理
論
を
清
算
し
き
れ
な
い
で
い
る
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
の
は
じ
め
に
か
け
て
、
お
お
く
の
経
済
学

老
に
影
響
を
あ
た
え
、
ひ
い
て
は
杜
会
主
義
経
済
学
を
確
立
す
る
う
え
で
、
否
定
的
な
影
響
を
あ
た
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

当
時
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
在
批
判
し
た
レ
オ
ソ
チ
ェ
フ
（
＞
』
８
胃
ケ
竃
）
な
ど
も
ま
た
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
均
街
論
的
誤
り
に
お
ち
い
っ
て

　
　
　
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
（
承
前
）
　
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五
　
（
六
五
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六
　
（
六
六
）

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
一
号
）

い
る
と
し
て
批
判
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
「
経
済
学
に
お
け
る
機
械
論
的
傾
向
が
、
い
か
に
根
強
い
も
の
で

　
（
２
）

あ
る
」
か
を
し
め
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
　
（
１
）
　
ミ
リ
ュ
ー
チ
ソ
、
ボ
リ
ー
リ
ソ
　
前
掲
論
文
　
五
六
ぺ
－
ジ
。

　
　
（
２
）
　
同
右

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
レ
ォ
ソ
チ
ェ
フ
は
・
一
九
二
九
年
に
出
版
さ
れ
た
『
右
翼
偏
向
の
経
済
理
論
』
と
い
う
著
作
で
、
右
翼
偏
向
理
論
を
批
判
し
て
は
１

い
る
が
・
レ
オ
ソ
チ
一
フ
鼻
も
、
ブ
一
－
リ
ソ
の
均
街
論
と
婁
じ
見
解
に
書
い
つ
て
い
る
と
し
て
、
『
ボ
リ
シ
エ
ヴ
イ
ク
』

　
　
　
　
　
　
（
２
）

誌
で
批
判
さ
れ
た
。

　
　
一
－
二
一
８
量
二
．
一
〇
竃
昌
■
§
竃
暑
冨
昌
彗
；
肖
蔓
」
轟
・
嚢
・
。
目
ｂ
・
婁
・

　
　
（
２
）
　
《
じ
◎
曽
胃
竃
員
》
一
オ
ｏ
．
ｏ
。
－
ト
Ｈ
８
〇
一
〇
．
亭
一
Ｓ
，
一
〇
ｃ
。
参
照
。

　
ど
の
よ
う
な
点
が
批
判
の
対
象
に
な
っ
た
か
を
み
て
み
よ
う
。

　
レ
ォ
ソ
チ
ェ
フ
の
こ
の
著
作
が
・
　
『
ポ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
ク
』
誌
で
批
判
さ
れ
た
そ
の
論
点
は
、
・
ブ
ハ
ー
リ
ソ
を
批
判
し
た
レ
オ
ソ
チ

一
フ
鼻
が
・
経
済
現
象
を
分
析
す
る
に
あ
た
り
、
対
立
物
の
統
一
と
い
う
原
則
を
、
ン
、
の
出
発
点
と
し
奈
つ
た
た
め
、
経
済
過

程
の
分
析
に
淳
る
附
級
的
契
讐
過
少
評
価
し
、
経
済
現
象
を
、
運
動
の
奈
で
研
究
す
る
と
い
う
必
要
を
過
少
評
価
し
た
、
と

い
う
点
で
あ
る
。

　
レ
ォ
ソ
チ
ェ
フ
は
、
マ
ル
ク
ス
の
再
生
産
表
式
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
ぺ
て
い
る
。

　
　
「
プ
ル
ク
ス
の
表
式
で
は
・
お
お
か
れ
す
く
な
か
れ
、
杜
会
の
全
生
産
機
関
が
、
た
え
ま
な
く
機
能
す
る
可
能
性
を
保
証
す
る
よ

う
な
・
再
生
蝪
程
ポ
乙
要
素
。
相
互
関
係
が
惹
尭
て
い
る
。
こ
と
ば
集
え
て
い
え
ば
、
一
ル
ク
ス
の
再
生
簑
式
に



は
、
資
本
主
義
杜
会
の
可
動
的
経
済
均
衡
の
諸
条
件
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
均
衡
の
ま
っ
た
く
特
有
の
型
が
間
題
に
な
っ

て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
考
慮
に
い
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
条
件
が
存
在
す
る
も
と
で
、
杜
会
経
済
の
個
六
の
部
門

の
均
衡
は
、
盲
口
的
に
確
立
さ
れ
る
。
こ
の
均
衡
は
、
つ
ね
に
破
壊
さ
れ
、
た
え
ず
あ
た
ら
し
く
う
ち
た
て
ら
れ
る
。
無
数
の
偏
差

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

の
な
か
で
、
自
分
の
み
ち
を
つ
ら
ぬ
い
て
ゆ
く
」
。

　
（
１
）
　
崇
冨
亭
竃
＞
．
一
穿
冨
◎
竃
畠
畠
竃
畠
昌
昌
暑
竃
◎
Ｈ
◎
潰
肖
冨
Ｐ
ｏ
昌
．
ｃ
。
甲
き
・

　
レ
オ
ソ
チ
ェ
フ
の
こ
の
よ
う
な
見
解
が
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
均
衡
法
則
に
つ
い
て
の
概
念
と
、
い
ち
じ
る
し
く
似
て
お
り
、
お
お
く

の
点
で
、
い
か
に
一
致
し
て
い
る
か
を
み
て
み
よ
う
。

　
ブ
ハ
ー
リ
ソ
は
、
さ
き
に
も
の
べ
た
よ
う
に
、
自
分
の
「
均
衡
論
」
に
つ
い
て
、
そ
の
著
『
過
渡
期
の
経
済
』
の
な
か
で
、
つ
ぎ
．

の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

　
「
マ
ル
ク
ス
は
、
生
産
関
係
の
資
本
主
義
体
制
を
、
理
論
的
に
と
ら
え
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
体
制
が
存
在
し
て
い
る
と
い
う
事

実
か
ら
出
売
し
て
い
る
。
こ
の
体
制
が
征
在
し
て
い
る
い
じ
ょ
う
、
よ
か
れ
あ
し
か
れ
、
す
く
な
く
と
も
人
間
が
死
減
し
て
し
ま
わ

な
い
ぱ
か
り
か
、
生
活
し
、
沽
動
し
、
子
孫
を
ふ
や
す
て
い
ど
に
は
、
杜
会
的
欲
望
が
み
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。

杜
会
的
分
業
－
－
商
舳
－
資
本
主
義
杜
会
は
、
こ
れ
を
前
提
と
し
て
い
る
の
だ
が
　
　
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
礼
会
で
は
、
こ
の
こ

と
は
、
企
体
伽
に
一
定
の
均
衡
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
必
要
な
虹
に
お
い
て
、
石
炊
、
鉄
、
機
械
、
サ
ラ
サ
、

リ
ソ
ネ
ル
、
穀
物
、
サ
ト
ー
、
靴
、
そ
の
他
の
も
の
が
生
産
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
い
っ
さ
い
の
も
の
を
、
必
要
な
姓
に
お
い
て
生

産
す
る
た
め
に
は
、
必
要
姑
の
生
産
手
段
を
つ
か
う
、
生
き
た
人
問
労
働
が
、
そ
れ
に
お
う
じ
て
支
出
さ
れ
る
。
こ
の
ば
あ
い
、
あ

り
と
あ
し
ゆ
る
偏
糸
や
動
揺
が
お
こ
り
う
る
。
企
体
制
は
拡
大
し
、
複
雑
に
な
り
、
発
展
し
、
た
え
ま
な
い
遮
動
と
動
揺
の
さ
な
か

　
　
　
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
（
承
前
）
　
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
　
　
（
六
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八
　
（
六
八
）

　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
・
　
・
　
・
　
・
　
　
・
　
・
　
・
　
　
　
…
　
、
　
　
　
　
　
…
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
、
　
、
　
、
　
、
、
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

に
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
均
衡
の
状
態
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
均
衡
法
則
を
発
見
す
る
こ
と
カ
　
理
論
経
済
学
の
基
本
間

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

跡
小
か
か
・
伽
外
か
わ
於
伽
朴
を
、
そ
の
均
衡
条
件
の
も
と
に
お
い
て
考
察
し
た
結
茱
が
、
す
な
わ
ち
、
科
学
的
体
系
と
し
て
の
理

、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
（
１
）

論
経
済
学
を
意
味
し
て
い
る
」
　
（
傍
点
－
木
原
）
。

　
　
（
１
）
　
身
墨
り
昌
申
∴
ま
冨
量
員
９
目
召
貫
◎
君
◎
昌
星
寝
◎
起
．
ｏ
弓
亨
旨
ｏ
。
・
（
邦
訳
一
．
転
形
期
の
経
済
学
』
　
（
ス
タ
ー
－
リ
ソ
．
ブ
ハ
ー
リ
ソ
著
作

　
　
集
、
第
五
巻
、
二
一
八
－
二
一
九
ぺ
ー
ジ
ー
な
お
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
引
用
訳
は
、
こ
の
邦
訳
の
ま
ま
で
は
な
い
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
ブ
ハ
ー
リ
ソ
は
、
経
済
現
象
の
ブ
ル
ク
ス
主
義
的
分
析
方
法
に
は
、
　
「
弁
証
法
的
歴
史
的
方
法
」
の
ほ
か
に
、
　
「
な
お
均
衡
の
規

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

準
と
な
づ
け
う
る
一
つ
の
方
法
論
的
な
も
の
を
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
っ
て
、
右
の
よ
う
に
の
べ
、
こ
の
方
法
を
ひ
じ
よ

う
に
軍
要
な
も
の
と
し
て
、
く
わ
し
く
の
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
、
　
「
こ
の
体
制
は
、
変
動
し
、
動
播
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

し
か
し
、
あ
ら
ゆ
る
父
鋤
と
動
揺
を
へ
て
、
均
衡
は
、
た
え
ず
あ
た
ら
し
く
う
ち
た
て
ら
れ
る
」
。
そ
う
い
う
杜
会
で
は
、
均
衡
法

則
は
、
も
っ
ぱ
ら
均
衡
を
、
た
え
ず
、
あ
る
い
は
週
期
的
に
、
破
壊
す
る
こ
と
に
よ
り
実
塊
さ
れ
て
い
る
し
、
ま
た
実
現
さ
れ
う

（
４
）

る
」
と
。

　
　
（
１
）
　
ｄ
漬
著
畠
．
弓
婁
勇
９
Ｓ
ｂ
．
Ｈ
ミ
（
邦
訳
前
掲
書
　
二
一
七
べ
ー
ジ
）

　
　
（
２
）
　
弓
彗
一
夷
９
ｏ
｛
・
一
心
ｏ
ｏ
（
同
布
　
二
一
八
べ
ー
ジ
）

　
　
（
３
）
　
弓
ｐ
崔
夷
〇
一
〇
君
・
一
Ｎ
０
（
Ｎ
右
　
　
二
二
〇
べ
ｉ
ジ
）

　
　
（
４
）
　
、
－
ｐ
岸
寅
９
ｏ
｛
．
胃
（
同
右
　
　
一
五
六
ぺ
ー
ジ
）

　
さ
き
に
の
べ
た
よ
う
に
、
レ
オ
ソ
チ
ヱ
フ
に
よ
れ
ば
、
マ
ル
ク
ス
が
再
止
産
炎
式
に
お
い
て
閉
迦
と
し
て
い
る
は
、
　
「
賓
本
主
携

杜
会
Ｏ
可
醐
的
縦
済
均
衡
い
諦
条
件
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
均
衡
法
則
を
発
見
す
る
こ
と
が
、
〃
諭
維
済

学
の
氷
木
閉
魍
と
考
え
、
科
学
的
体
系
と
し
て
の
珊
論
経
済
学
は
、
全
筑
木
主
炎
体
制
を
そ
の
均
衡
条
件
の
も
と
に
お
い
て
考
察
す



る
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
見
解
と
、
ま
っ
た
く
一
致
し
て
い
る
。

　
プ
ル
ク
ス
が
・
あ
き
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
資
木
主
義
の
運
動
法
則
で
あ
り
、
そ
の
生
成
、
発
展
、

消
減
で
あ
っ
て
、
資
本
主
義
の
均
衡
法
則
で
は
な
い
。
マ
ル
ク
ス
は
、
資
本
主
義
再
生
雌
に
お
け
る
「
均
衡
」
を
、
偶
然
的
な
も
の

と
し
て
と
ら
え
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
や
レ
オ
ソ
チ
ヱ
フ
の
よ
う
に
、
　
「
均
衡
」
を
、
資
本
主
義
発
展
の
巾
核
と
し
て

考
え
・
ま
た
、
　
「
均
衡
法
則
」
を
発
見
す
る
こ
と
が
、
理
論
経
済
学
の
某
本
間
魑
と
し
て
は
い
な
い
こ
と
は
、
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
反
し
て
・
ブ
ハ
ー
リ
ソ
や
レ
ォ
ソ
チ
ェ
フ
は
、
　
「
均
衡
」
を
偶
然
的
な
も
の
と
し
て
考
察
す
る
の
で
は
な
く
、
　
「
均
衡
」

を
ば
・
運
動
に
よ
っ
て
偶
然
偏
差
を
う
む
、
資
本
主
義
発
展
の
基
本
的
合
法
則
性
と
考
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、
運
動
そ
れ
ｎ
体
が
、

運
動
の
偶
然
的
・
部
分
的
要
素
と
し
て
の
均
衡
と
同
一
祝
さ
れ
、
す
り
か
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ブ
ハ
ー
リ
ソ
は
・
均
衡
法
則
の
説
閉
が
、
プ
ル
ク
ス
学
説
の
説
閉
に
お
い
て
、
ふ
つ
う
無
視
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
く
わ
し
く
論
じ

ら
芙
け
注
奮
ま
と
し
弓
そ
の
「
均
衡
論
一
を
鵠
し
て
い
る
が
、
資
木
主
義
祉
会
を
、
均
衡
の
鷲
か
ら
考
察
す
る
こ

と
の
必
要
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

　
　
（
１
）
　
ｂ
肩
昌
冨
．
弓
曽
曽
婁
９
ｏ
畠
・
富
◎
◎
（
邦
訳
前
掲
書
二
一
八
べ
－
ジ
）

　
「
礼
会
的
た
、
し
か
も
非
く
ｎ
双
的
た
、
汽
□
的
な
体
制
を
、
均
衡
ｏ
概
点
か
ら
考
察
す
る
こ
と
は
、
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
予
定
調
和

と
は
な
ん
し
の
か
か
わ
り
も
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
考
察
は
、
こ
の
体
伽
が
作
在
し
て
い
る
と
い
う
事
実
か
ら
川
発
し
、
ま
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

の
体
伽
Ｏ
光
腿
と
い
う
、
お
な
じ
事
実
か
ら
出
発
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
…
…
」
。
ち
な
み
に
、
レ
ー
ニ
ソ
は
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
こ

の
よ
う
な
均
衡
論
に
た
い
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
批
判
し
て
い
る
。
　
「
だ
が
、
あ
る
つ
り
あ
い
（
コ
ｂ
。
目
。
冒
一
、
。
由
顯
肖
ず
自
。
。
、
、
）
の
不
可
避
作
」

に
つ
い
て
う
ん
ぬ
ん
す
る
な
ら
ぱ
、
　
「
均
衡
の
観
点
」
の
こ
と
に
つ
い
て
ふ
れ
る
よ
り
も
、
い
っ
そ
う
的
確
で
は
な
か
ろ
う
か
？

　
　
　
広
い
意
味
で
の
維
済
学
に
つ
い
て
（
承
前
）
　
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九
　
　
（
六
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇
　
　
（
七
〇
）

い
っ
そ
う
的
確
で
正
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
前
者
は
答
観
的
だ
が
、
後
者
は
唯
物
論
か
ら
観
念
論
へ
の
哲
学
的
動
揺
へ
の
扉
を
ひ
ら
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
」
。

　
（
１
）
　
｝
漬
葛
畠
・
弓
讐
崖
翼
９
ｏ
膚
・
畠
◎
（
邦
訳
前
掲
書
二
二
三
べ
ー
ジ
）

　
（
２
）
　
前
掲
「
レ
ー
ニ
ソ
の
評
注
」
三
八
四
－
三
八
五
ぺ
－
ジ
。

　
さ
き
に
の
べ
た
よ
う
に
、
レ
ォ
ソ
チ
ェ
フ
は
、
マ
ル
ク
ス
の
再
生
産
表
式
は
、
資
本
主
義
杜
会
の
可
動
的
経
済
均
衡
の
諸
条
件
を

あ
き
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
均
衡
論
と
類
似
の
見
解
に
お
ち
い
っ
た
た
め
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
見
解
を
批

判
し
な
が
ら
も
、
現
実
に
、
ソ
連
経
済
を
分
析
す
る
に
あ
た
り
、
お
お
く
の
点
で
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
均
衡
論
の
あ
や
ま
り
を
く
り
か
え

す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
レ
ォ
ソ
チ
ェ
フ
は
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
見
解
を
批
判
し
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
が
「
均
衡
と
運
動
と
を
き
り
は
な
し
、
均
衡
を
運
動
の
う
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

に
お
い
た
た
め
に
、
「
可
動
的
経
済
均
衡
」
の
状
態
そ
の
も
の
を
、
根
本
的
に
あ
や
ま
っ
て
理
解
す
る
こ
と
が
さ
け
ら
れ
な
か
っ
た
」
。

そ
の
た
め
に
「
均
衡
臼
体
、
そ
の
確
立
の
方
法
、
そ
の
性
格
と
内
答
は
、
あ
る
一
定
の
杜
会
的
生
産
形
態
の
発
展
法
則
の
特
徴
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

っ
て
規
定
さ
れ
る
と
い
う
、
革
純
な
小
惰
を
完
企
に
無
槻
し
て
い
る
」
と
桁
摘
し
て
い
る
が
、
レ
オ
ソ
チ
エ
フ
の
こ
の
よ
う
な
見
解

は
、
あ
る
一
定
の
杜
会
・
経
済
構
成
体
、
た
と
え
ば
資
本
主
義
に
と
っ
て
は
、
あ
る
一
つ
・
の
均
衡
が
効
力
を
も
ち
、
他
の
礼
会
．
経

済
構
成
体
、
た
と
え
ば
杜
会
主
義
に
は
、
そ
れ
と
は
こ
と
な
る
べ
つ
の
均
衡
が
効
力
を
も
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
、
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

て
批
判
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
－
¢
ｏ
回
旨
ｏ
ン
弓
四
崔
翼
９
ｏ
Ｈ
や
ｍ
ト
ー
ｍ
岬
一

　
　
（
２
）
弓
竃
秦
一
Ｓ
ｂ
．
雷
－
ｍ
９

　
　
（
３
）
　
前
掲
『
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
ク
」
誌
　
一
〇
六
ぺ
ー
ジ
参
照
。



　
レ
ォ
ソ
チ
ェ
フ
は
・
　
「
計
画
原
則
と
均
衡
の
患
想
に
帰
着
さ
せ
る
こ
と
は
、
わ
が
国
の
計
画
○
杜
会
主
義
的
特
徴
に
壁
を
ぬ
り
、

そ
の
陪
級
的
内
容
を
無
視
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
理
解
の
・
お
と
で
は
、
た
だ
一
つ
○
形
式
的
な
指
標
○
み
が
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

こ
り
・
計
画
は
い
ち
じ
る
し
く
無
内
容
な
、
無
味
乾
燥
な
も
の
と
な
つ
て
し
ま
う
」
と
の
べ
て
い
る
が
、
マ
ル
ク
ス
の
再
生
産
論
を
、

ソ
ピ
ェ
ト
経
済
の
現
実
に
適
用
す
る
に
あ
た
り
、
つ
ぎ
の
点
を
強
調
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
マ
ル
ク
ス
の
再
生
産
表
式
の
思
想
は
、

プ
ル
ク
ス
の
経
済
体
系
の
他
の
国
六
の
部
分
と
お
な
じ
よ
う
に
、
過
渡
期
経
済
の
研
究
に
と
つ
て
、
お
お
き
な
意
味
を
も
つ
て
い
る
。

し
か
し
・
こ
の
意
義
は
、
つ
ぎ
の
ば
あ
い
に
の
み
実
現
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
う
た
が
い
も
な
く
、
プ
ル
ク
ス
の
再
生
産
表
式
と
、

過
渡
経
済
の
条
件
の
も
と
で
の
国
民
経
済
計
画
と
の
あ
い
だ
に
存
在
す
る
原
則
的
相
異
を
、
は
つ
き
り
と
理
解
す
る
ば
あ
い
に
お
い

て
の
み
で
あ
る
。
こ
の
相
異
は
、
基
本
的
に
、
つ
ぎ
の
点
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
マ
ル
ク
ス
の
再
生
産
表
式
は
、
も
つ
と
も
抽
象
的

な
か
た
ち
で
・
資
本
主
義
再
生
産
の
盲
目
的
競
争
と
、
そ
の
全
体
に
お
け
る
再
生
産
の
盲
目
的
競
争
を
、
理
論
的
に
あ
き
ら
か
に
す

る
と
い
う
目
的
を
も
っ
て
い
る
・
こ
れ
と
は
逆
に
、
わ
が
国
の
国
民
経
済
計
画
は
、
複
雑
な
具
体
的
情
況
の
も
と
で
　
　
、
！
、
の
情
況

の
な
か
で
・
国
民
経
済
全
過
程
に
た
い
す
る
意
識
的
契
機
が
前
面
に
で
て
く
る
　
　
、
最
高
度
に
遂
行
さ
れ
る
い
く
つ
か
の
、
い
ち

じ
る
し
く
実
践
的
任
務
を
実
現
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
つ
ぎ
の
こ
と
が
あ
き
ら
か
で
あ
る
。
ソ
ピ
エ
ト
経
済

に
お
け
る
計
画
を
・
プ
ル
ク
ス
の
再
生
産
表
式
と
無
批
判
に
結
合
す
る
こ
と
、
計
画
化
の
複
雑
な
閉
趣
を
、
こ
の
表
式
に
「
ア
ナ
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

ジ
ー
」
し
て
、
解
決
す
る
と
い
う
傾
向
は
、
ま
っ
た
く
正
し
く
な
い
」
。

　
　
（
１
）
　
肖
８
胃
♂
竃
一
弓
竃
一
勇
Ｐ
Ｓ
や
ｏ
。
閉
・

　
　
（
２
）
弓
婁
葦
葛
」
◎
・

以
上
の
よ
う
に
・
レ
ォ
ソ
チ
一
フ
は
、
一
ル
ク
ス
の
再
生
隻
式
を
、
ソ
ビ
エ
ト
経
済
の
分
析
と
計
画
化
に
さ
い
し
て
適
用
す
る

　
　
　
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
一
承
前
一
一
木
原
一
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一
一
七
一
一



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二
　
（
七
二
）

ば
あ
い
、
プ
ル
ク
ス
の
表
式
と
ソ
連
邦
の
国
民
経
済
計
画
と
の
あ
い
だ
の
「
基
本
的
」
相
異
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
を
強
調
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
レ
ォ
ソ
チ
ェ
フ
は
、
資
本
主
義
の
も
と
で
は
、
再
生
産
表
式
は
「
も
っ
と
も
抽
象
的
な
か
た
ち
で
盲
目
的
競
争
」

を
反
映
し
て
い
る
が
、
ソ
ビ
ェ
ト
の
国
民
経
済
計
画
は
、
い
ち
じ
る
し
く
実
践
的
任
務
を
実
現
す
る
こ
と
で
、
た
だ
そ
れ
は
、
国
民

経
済
の
全
過
程
に
た
い
す
る
意
識
的
契
機
が
前
面
に
で
て
く
る
、
複
雑
な
具
体
的
情
況
の
も
と
で
遂
行
さ
れ
る
、
と
い
う
点
を
、
そ

の
「
基
本
的
相
異
」
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。

　
ヤ
ル
ク
ス
の
再
生
産
表
式
が
、
現
実
に
、
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
を
分
析
し
、
計
画
化
す
る
さ
い
に
、
ど
の
よ
う
に
適
用
さ
れ
、
利
用
さ

れ
る
か
に
つ
い
て
の
、
レ
ォ
ソ
チ
ェ
フ
の
こ
の
よ
う
な
見
解
の
き
そ
に
あ
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
　
「
可
動
的
経
済
均
衡
」
の

原
則
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
レ
オ
ソ
チ
ェ
フ
も
ま
た
、
計
画
原
則
を
「
均
衡
思
想
」
と
一
致
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
一
定
の
階
級
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

利
害
を
反
映
し
て
い
な
い
と
し
て
、
す
な
わ
ち
、
過
渡
経
済
を
分
析
す
る
に
あ
た
っ
て
、
階
級
的
視
点
が
欠
除
し
て
い
る
と
し
て
、

批
判
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
前
掲
『
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
ク
」
誌
　
　
一
〇
八
べ
－
ジ
。

　
レ
ォ
ソ
チ
ェ
フ
は
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
に
代
表
さ
れ
る
、
経
済
学
に
お
け
る
「
右
翼
偏
向
」
を
批
判
し
な
が
ら
も
、
か
れ
自
身
「
可
動

的
経
済
均
衡
論
」
に
お
ち
い
っ
た
た
め
、
　
「
右
翼
日
和
兇
主
義
的
理
論
」
と
し
て
、
当
時
批
判
の
対
象
に
な
っ
た
ブ
ハ
ー
リ
ソ
そ
の

他
の
理
論
が
、
資
本
主
義
要
素
の
利
害
を
反
映
し
た
階
級
的
珊
論
で
あ
る
こ
と
を
、
て
っ
て
い
的
に
バ
ク
ロ
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

っ
た
、
と
い
う
点
が
、
か
れ
　
　
レ
オ
ソ
チ
ェ
フ
　
　
の
欠
陥
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
。

　
（
１
）
　
苅
掲
「
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
ク
』
　
誌
一
〇
六
ぺ
ー
ジ
。



　
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
方
法
論
的
前
提
と
な
っ
て
い
る
均
衡
論
、
あ
る
い
は
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
「
均
衡
論
」
の
影
響
を
う
け
た
レ
ォ
ソ
チ

ェ
フ
の
「
可
動
的
経
済
均
衡
論
」
が
批
判
の
対
象
に
な
っ
た
○
は
、
階
級
的
契
機
を
過
少
評
価
し
た
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
階
級
的
視
点
が
、
批
判
す
る
ば
あ
い
の
中
心
に
お
か
れ
た
。

　
一
九
二
〇
年
末
に
は
、
国
内
戦
争
も
お
お
む
ね
お
わ
り
、
一
九
二
一
年
三
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
第
一
〇
回
党
大
会
で
、
国
民
経
済

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ネ
ツ
。
フ

を
急
速
に
復
興
し
、
杜
会
主
義
建
設
へ
の
一
歩
を
ふ
み
だ
す
た
め
、
　
「
新
経
済
政
策
」
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
す
で
に

「
新
経
済
政
策
」
の
初
期
に
お
い
て
、
資
本
主
義
か
ら
杜
会
主
義
へ
の
過
渡
期
に
、
筋
同
組
合
は
、
ど
の
よ
う
な
役
割
と
意
義
を
も

っ
て
い
る
か
、
杜
会
主
義
の
も
と
に
お
け
る
脇
同
組
合
の
性
格
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
か
に
つ
い
て
、
　
「
均
衡
論
」
の
立
場
に
た
つ

ひ
と
び
と
は
、
杜
会
主
義
経
済
と
小
商
品
経
済
と
が
と
も
に
存
在
し
て
い
る
も
と
で
は
、
都
市
と
農
村
と
の
均
衡
を
た
も
ち
、
調
和

し
た
発
展
と
生
産
力
の
増
大
が
、
非
杜
会
主
義
分
野
を
白
然
に
解
消
さ
せ
る
と
主
張
し
、
協
同
組
合
化
の
方
策
に
反
対
し
た
。
こ
れ

に
反
し
、
左
翼
反
対
派
と
よ
ば
れ
る
ト
ロ
ツ
キ
ー
派
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
農
民
が
白
分
の
持
分
を
出
資
し
、
分
配
の
分
野
に
お
い
て
、

組
合
を
緕
成
す
る
こ
と
は
、
資
本
主
義
的
で
あ
る
と
批
判
し
、
国
家
計
画
を
直
接
実
施
す
る
一
つ
の
生
産
組
織
と
し
て
の
協
同
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

こ
そ
が
、
杜
会
主
義
的
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
、
農
民
の
も
つ
二
面
性
、
す
な
わ
ち
そ
の
所
有
者
的
側
面
と
勤
労
者
と
し
て
の
側
面

の
あ
る
こ
と
を
理
解
し
な
か
っ
た
。

　
（
１
）
　
木
原
正
雄
　
『
ソ
連
邦
の
杜
会
主
義
維
済
』
　
二
三
四
ぺ
ー
ジ
参
照
。

　
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
方
法
論
の
中
心
と
な
っ
た
「
均
衡
論
」
は
、
第
一
五
同
党
大
会
（
一
九
二
八
年
）
い
ご
、
と
く
に
て
っ
て
い
的
な
批

　
　
　
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
（
承
前
）
　
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
　
（
七
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
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・
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）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四
　
　
（
七
四
）

判
の
対
象
と
な
っ
た
が
、
　
「
均
衡
論
」
に
も
と
づ
く
、
　
「
右
翼
日
和
見
主
義
理
論
」
は
、
す
で
に
一
九
二
五
年
の
第
一
四
回
党
大
会

の
と
き
、
杜
会
主
義
へ
の
自
然
成
長
的
転
化
を
主
張
し
、
　
「
金
持
ち
に
な
れ
」
（
Ｃ
Ｑ
。
、
讐
．
、
一
、
饒
弓
ｏ
。
、
一
）
と
い
う
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
か
か
げ
た

ス
ｐ
ー
ガ
ソ
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
か
な
り
明
確
な
か
た
ち
で
あ
ら
わ
れ
て
き
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
一
九
二
四
年
か
ら
二
五
年
に
は
、
ト
ロ
ツ
キ
ズ
ム
と
の
論
争
が
お
こ
な
わ
れ
、
一
九
二
五
年
か
ら
二
七
年
に
か
け
て
、
一
国
杜
会

主
義
建
設
の
可
否
を
め
ぐ
る
間
題
に
つ
い
て
の
論
争
が
お
こ
な
わ
れ
た
。

　
　
（
１
）
　
労
働
者
と
農
民
の
同
盟
は
、
　
「
新
経
済
政
策
」
の
結
果
、
新
し
い
経
済
的
こ
そ
、
す
な
わ
ち
、
都
市
と
農
村
と
の
正
常
な
商
品
交
換
の
う

　
　
　
え
に
－
強
化
さ
れ
、
一
方
、
通
貨
を
安
定
さ
せ
、
企
業
管
理
方
法
を
改
善
す
る
な
ど
の
一
連
の
措
置
が
と
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
イ
ソ
フ
レ
ー
シ

　
　
　
ョ
ソ
は
お
さ
ま
り
、
農
陸
物
と
工
業
製
品
の
あ
い
だ
に
み
ら
れ
た
価
格
シ
ェ
ー
レ
も
克
服
さ
れ
、
工
業
と
農
業
、
都
市
と
農
村
と
の
あ
い
だ
の

　
　
　
均
衡
が
、
し
だ
い
に
回
復
さ
れ
、
工
業
生
産
は
急
速
に
回
復
し
、
す
で
に
杜
会
主
義
工
業
の
生
産
が
、
全
生
産
の
八
○
％
を
し
め
る
よ
う
に
な

　
　
　
っ
た
時
期
で
あ
る
。

　
ト
ロ
ッ
キ
ズ
ム
の
立
場
に
た
つ
ひ
と
び
と
は
、
国
内
の
資
本
主
義
要
素
に
た
い
す
る
極
端
な
攻
撃
政
策
を
主
張
し
、
右
翼
目
和
見

主
義
者
と
よ
ば
れ
た
ひ
と
び
と
は
、
資
本
主
義
要
素
に
た
い
す
る
緩
和
政
策
を
主
張
し
、
資
本
主
義
要
素
と
の
均
衡
の
も
と
で
杜
会

主
義
が
白
然
的
に
成
長
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
。
こ
の
緒
果
、
一
九
二
九
年
か
ら
は
じ
ま
る
、
階
級
と
し
て
の
ク
ラ
ー
ク
を
一
掃
す

る
な
か
で
、
農
業
集
団
化
を
急
速
に
す
す
め
る
と
い
う
政
策
に
た
い
し
て
は
、
ク
ラ
ー
ク
を
攻
撃
す
る
必
要
は
な
い
、
と
い
う
反
対

の
立
場
に
た
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、
右
翼
目
和
見
主
競
者
（
当
時
、
右
翼
ク
ラ
ー
ク
．
グ
ル
ー
プ
と
も
よ
ぱ
れ
た
）
た
ち
は
、
資

本
主
義
分
千
と
の
闘
争
に
お
い
て
、
杜
会
主
義
が
成
功
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
陪
級
闘
争
は
緩
和
さ
れ
、
階
級
的
に
は
反
抗
し
な
く
な

り
、
そ
の
地
位
を
あ
け
わ
た
す
だ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
ク
ラ
ー
ク
に
た
い
し
攻
撃
す
る
必
要
は
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
一
九
二
八
年
に
生
じ
た
穀
物
の
不
足
と
、
こ
れ
に
と
も
な
う
穀
物
の
因
家
買
付
け
と
関
連
し
、
共
産
党
内
に
お
い
て
立
、
似
見
の
対
立



が
お
こ
っ
た
が
、
穀
物
間
題
を
基
本
的
に
解
決
す
る
方
策
と
し
て
、
一
九
二
八
年
い
ご
（
第
一
五
回
党
大
会
い
ご
）
、
資
本
主
義
要
素
に

た
い
す
る
積
極
政
策
、
す
な
わ
ち
階
級
と
し
て
の
ク
ラ
ー
ク
を
一
掃
し
、
集
団
化
を
お
し
す
す
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
杜
会
主
義
工
業
化
を
推
進
、
農
業
集
団
化
を
実
現
し
、
杜
会
主
義
の
き
そ
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
第
一
次
五
ヵ
年

計
画
（
一
九
二
八
↓
二
二
年
）
の
成
否
は
、
杜
会
主
義
建
設
の
成
否
を
決
す
る
さ
い
し
よ
の
経
済
闘
争
で
あ
り
、
国
内
的
に
は
い
う
ま

で
も
な
く
、
国
際
的
に
も
お
お
き
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
え
、
こ
の
計
画
が
作
成
さ
れ
る
さ
い
、
発
展
テ
ソ
ポ
を

ど
の
よ
う
な
水
準
に
決
め
る
か
に
つ
い
て
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
「
諸
セ
ク
タ
ー
均
衡
法
則
論
」
、
す
な
わ
ち
、
杜
会
主
義
セ
ク
タ
ー
と

資
本
主
義
セ
ク
タ
ー
と
は
均
衡
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
見
解
、
そ
の
他
メ
ソ
シ
エ
ヴ
イ
キ
的
思
想
系
列
に
い
れ
ら
れ
て
い
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

グ
ロ
ー
プ
ソ
・
オ
ガ
ノ
フ
ス
キ
ー
、
コ
ソ
ド
ラ
チ
ェ
フ
、
ギ
ソ
ズ
ブ
ル
グ
な
ど
の
見
解
と
の
論
争
を
つ
う
じ
、
い
わ
ゆ
る
「
漸
増
曲

線
理
論
一
に
圭
づ
く
「
最
大
色
）
が
採
択
さ
れ
・
憲
さ
れ
る
こ
と
集
っ
た
い
き
さ
つ
茎
つ
て
、
こ
の
計
画
享
定
ど
書

遂
行
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
指
導
者
の
意
志
を
統
一
し
、
因
民
の
一
致
し
た
協
力
を
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　
　
（
１
）
　
木
原
正
雄
「
ソ
連
邦
の
杜
会
主
義
経
済
」
八
三
－
八
五
べ
ー
ジ
。

　
　
（
２
）
　
第
一
次
五
カ
年
計
画
の
作
成
に
お
た
っ
て
は
、
い
ろ
い
ろ
の
見
解
が
あ
っ
た
た
め
、
国
家
計
画
委
員
会
は
、
「
最
大
案
」
、
　
「
最
少
案
」
と

　
　
　
よ
ば
れ
る
・
二
っ
の
案
を
作
成
し
た
。
　
「
最
大
案
」
は
、
工
業
生
産
の
増
大
率
を
一
七
九
・
二
％
に
、
　
「
最
少
案
」
は
二
二
四
．
九
％
の
増
大

　
　
　
を
予
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
二
っ
の
案
が
溌
衣
さ
れ
る
や
、
両
案
を
め
ぐ
る
意
見
の
対
立
は
、
さ
ら
に
は
げ
し
く
な
っ
た
が
、
一
九
二

　
　
　
九
年
四
月
の
共
陸
党
脇
議
会
で
は
、
　
「
最
少
案
」
は
日
和
見
主
義
的
た
案
と
し
て
し
り
ぞ
げ
ら
れ
、
結
帰
「
最
大
案
」
が
採
択
さ
れ
、
実
施
さ

　
　
　
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
た
め
・
　
「
目
和
見
主
義
的
推
論
」
の
方
法
論
上
の
前
提
で
あ
っ
た
「
均
衡
論
」
、
ひ
い
て
は
、
「
均
衡
論
」
の
中
心
で
あ
っ
た

ブ
ハ
ー
リ
ソ
と
そ
の
経
済
珊
論
は
、
は
げ
し
い
批
判
の
対
象
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
（
承
前
）
　
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
七
五
　
　
（
七
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六
　
　
（
七
六
）

　
ス
タ
ー
リ
ソ
は
、
一
九
二
八
年
十
月
、
ソ
連
邦
共
産
党
モ
ス
ク
ワ
委
員
会
総
会
で
、
右
翼
的
偏
向
、
す
な
わ
ち
公
然
た
る
目
和
見

主
義
的
偏
向
の
危
険
は
、
　
「
資
本
主
義
の
力
を
過
少
評
価
し
、
資
本
主
義
の
復
活
の
危
険
を
み
ず
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
独
裁
の

条
件
の
も
と
で
の
階
級
闘
争
○
機
構
を
理
解
せ
ず
、
そ
れ
で
、
あ
れ
ほ
ど
も
容
場
に
資
本
主
義
に
譲
歩
し
て
、
わ
が
工
業
の
発
展
テ

ソ
ポ
を
ゆ
る
め
る
こ
と
を
要
求
し
、
農
村
と
都
市
の
資
本
主
義
的
分
子
を
ら
く
に
し
て
や
る
こ
と
を
要
求
し
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
と
ソ
フ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

ホ
ー
ズ
の
問
題
を
う
し
ろ
の
ほ
う
へ
ひ
っ
こ
め
る
こ
と
を
要
求
し
、
外
国
貿
場
の
独
占
を
緩
和
す
る
こ
と
等
六
を
要
求
し
て
い
る
点

　
　
（
２
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

に
あ
る
」
　
と
し
て
、
　
「
資
本
主
義
の
力
を
過
大
評
価
」
し
た
「
左
翼
的
（
ト
ロ
ツ
テ
ス
ト
的
）
偏
向
」
と
と
も
に
批
判
し
た
。

　
　
（
１
）
　
木
原
正
雄
「
ソ
連
邦
の
杜
会
主
義
経
済
」
七
九
ぺ
ー
ジ
参
照
。

　
　
（
２
）
　
Ｑ
蔓
自
目
旨
∴
昂
◎
コ
ｂ
８
雪
畠
雪
－
■
墨
呂
ぎ
畠
貝
一
Ｈ
で
９
ｏ
信
一
Ｎ
Ｈ
べ
１
胃
ｃ
〇
一

　
　
（
３
）
弓
婁
嚢
一
胃
り
．
旨
・
。
．

　
さ
ら
に
、
ス
タ
ー
リ
ソ
は
、
一
九
二
九
年
四
月
の
ソ
連
邦
共
産
党
中
央
姿
員
会
総
会
で
の
演
説
で
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
グ
ル
ー
プ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

「
覚
が
む
か
う
べ
き
方
向
と
実
践
と
を
規
定
す
る
階
級
的
変
動
に
つ
い
て
は
、
た
だ
の
ひ
と
こ
と
も
」
い
わ
ず
、
意
見
の
相
異
の
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

そ
と
な
っ
た
ソ
連
邦
の
「
階
級
的
変
動
の
問
題
を
ま
っ
た
く
さ
け
、
階
級
闘
争
の
激
化
に
つ
い
て
は
ひ
と
こ
と
も
ふ
れ
」
な
い
こ
と

を
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、
ス
タ
ー
リ
ソ
は
、
　
「
国
民
経
済
の
復
輿
期
…
…
に
は
、
雄
設
が
平
和
的
に
、
い
わ
ば
、
ひ
と
り
で
に
お
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

な
わ
れ
、
い
ま
あ
る
よ
う
な
陪
級
的
変
動
が
ま
だ
み
ら
れ
ず
、
い
ま
み
う
け
る
よ
う
な
階
級
闘
争
Ｏ
激
化
が
ま
だ
な
か
っ
た
」
。
し

か
し
、
　
「
杜
会
主
炎
を
土
台
と
す
る
全
国
民
経
済
の
再
建
期
…
…
は
、
新
し
い
陪
級
的
変
動
を
、
階
級
闘
争
の
激
化
を
、
よ
び
お
こ

　
　
　
（
３
）

し
て
い
る
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
理
論
は
、
　
「
郁
市
と
僕
村
の
資
本
家
、
寓
農
と
利
権
所
有
者
が
、
杜
会
ｔ
携
に
成

　
　
（
４
）

長
す
る
」
と
い
う
も
Ｏ
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
寓
撲
が
礼
会
主
義
に
成
長
と
す
る
い
う
ブ
ハ
ー
リ
ソ
○
理
諭
を
、
は
げ
し
く
批
判



し
た
。
こ
の
演
説
で
は
、
主
と
し
て
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
が
、
ン
、
の
著
作
『
杜
会
主
義
へ
の
道
』
（
身
弓
、
、
。
。
、
一
、
、
曽
肖
自
。
。
、
一
二
ｂ
蟹
９
、
目
も
、
。
弓
、
角
、
、
。
崇
目
邸

ｇ
婁
）
な
ど
で
展
開
し
た
、
富
農
が
杜
会
主
義
に
成
長
す
る
と
い
う
理
論
、
階
級
闘
争
の
激
化
の
問
題
に
か
ん
す
る
理
解
、
農
民
一

般
と
の
ど
ん
な
同
盟
に
も
賛
成
す
る
立
場
、
ネ
ツ
プ
の
一
面
的
理
解
　
　
す
な
わ
ち
、
　
「
ネ
ソ
プ
が
、
あ
る
程
度
の
私
的
商
業
の
白

由
を
意
味
す
雪
）
点
の
み
茎
て
、
ネ
一
プ
が
「
市
場
で
国
奈
規
制
的
役
割
を
は
た
す
こ
と
を
保
障
し
た
う
え
で
の
、
一
定
の
範

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
６
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
１
　
　
・
　
・

囲
・
一
定
の
わ
く
の
な
か
で
の
私
的
商
業
の
自
由
で
あ
る
」
点
を
み
な
か
っ
た
こ
と
　
　
、
　
「
個
人
農
経
営
　
　
農
業
再
建
の
か
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
８
）

で
あ
臼
と
い
う
見
解
を
、
「
右
翼
反
対
派
の
理
襲
ブ
↑
リ
ソ
の
主
要
姦
や
書
一
と
し
て
、
指
摘
し
、
ブ
↑

リ
ソ
の
グ
ル
ー
プ
と
い
う
新
し
い
反
対
派
が
分
派
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
を
非
難
し
て
、
　
「
な
に
よ
り
も
ま
ず
、
ブ
ハ
ー
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
９
）

ソ
の
グ
ル
ー
プ
の
見
解
を
非
難
す
べ
き
で
あ
る
」
と
提
案
し
た
の
で
あ
る
。

　
（
１
）
　
○
量
曽
貝
■
曽
崔
黄
Ｐ
ｏ
昌
・
Ｓ
り
・

　
（
２
）
弓
竃
墨
葛
．
違
◎
・

　
（
３
）
弓
竃
塞
一
葛
・
違
◎
・

　
（
４
）
弓
竃
嚢
－
葛
」
鼻

　
（
５
）
弓
婁
墨
葛
．
爵
Ｈ
・

　
（
６
）
弓
婁
肇
一
Ｓ
亨
畠
一
・

　
（
７
）
弓
婁
塞
七
葛
．
８
卜

　
（
８
）
弓
婁
馨
一
Ｓ
や
８
べ
・

　
（
９
）
弓
竃
馨
一
Ｓ
や
８
ド

　
さ
ら
に
、
ス
タ
ー
リ
ソ
は
、
一
九
二
九
年
十
二
月
の
「
マ
ー
レ
ク
ス
主
義
農
業
問
題
専
門
家
会
議
」
で
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
、
い
わ
ゆ

る
「
国
民
経
済
の
各
セ
ク
タ
ー
の
均
衡
」
理
論
を
、
農
業
の
杜
会
主
義
的
改
造
の
間
題
と
関
連
し
て
と
り
あ
げ
、
こ
の
猟
論
は
、
農

　
　
　
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
（
承
前
）
　
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
　
（
七
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八
　
　
（
七
八
）

業
を
大
規
模
に
す
る
二
つ
の
道
　
　
資
本
主
義
的
な
道
と
杜
会
主
義
的
な
道
　
　
以
外
の
、
現
実
に
あ
り
え
な
い
「
第
三
の
道
を
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

め
そ
う
と
い
う
こ
こ
ろ
み
」
で
あ
り
、
　
「
そ
れ
は
空
想
的
で
、
反
マ
ル
ク
ス
主
義
的
」
で
あ
り
、
　
「
マ
ル
ク
ス
主
義
と
は
縁
も
ゆ
か

　
　
　
（
３
）

り
も
な
い
」
も
の
と
し
て
、
さ
い
ご
的
な
批
判
を
く
わ
え
た
。

　
　
（
１
）
　
ｏ
弓
嘗
白
目
国
一
弓
曽
曽
黄
Ｐ
ｏ
弓
ｂ
．
ｏ
◎
ｏ
ｏ
．

　
　
（
２
）
弓
婁
塞
一
Ｓ
ｂ
．
・
。
８
．

　
　
（
３
）
　
弓
讐
崔
爵
Ｐ
ｏ
畠
一
〇
〇
〇
べ
．

　
以
上
の
よ
う
に
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
理
論
は
、
一
九
二
八
年
か
ら
二
九
年
に
か
け
、
は
げ
し
い
批
判
の
対
象
に
な
り
、
　
「
マ
ル
ク
ス

主
義
と
は
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
」
理
論
と
し
て
、
決
定
的
な
批
判
を
う
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
さ
い
し
ょ
の
五
ヵ
年
計
画
の
遂
行
　
　
杜
会
主
義
建
設
　
　
を
ま
え
に
し
て
、
一
九
二
九
年
か
ら
三
〇
年
に
か
け
て
、
経
済
学
の

諾
間
題
に
つ
い
て
も
、
お
お
く
の
論
争
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
論
争
に
よ
っ
て
「
お
お
く
の
重
要
な
テ
ー
ゼ
を
、
よ
り
深
く
把
握

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

し
、
経
済
学
に
お
け
る
機
械
論
的
、
観
念
論
的
傾
向
が
バ
ク
ロ
」
さ
れ
た
が
、
同
時
に
、
こ
の
時
期
の
論
争
は
、
　
「
祉
会
主
義
建
設

の
緊
急
な
理
論
上
の
諦
問
題
を
そ
ら
し
、
…
…
た
ん
な
る
抽
象
理
論
お
よ
び
一
般
方
法
論
の
範
囲
内
に
と
ど
ま
り
、
階
級
的
利
害
の

強
硬
な
闘
争
が
、
理
論
的
研
究
を
と
く
に
困
難
に
し
、
か
つ
政
治
的
に
責
任
重
大
な
も
の
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
の
杜
会
主
義
雄
設
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

き
わ
め
て
複
雑
な
間
題
を
回
避
し
ょ
う
と
す
る
慨
向
」
を
う
み
だ
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
ミ
リ
ュ
ー
チ
ソ
、
ボ
リ
ー
リ
ソ
　
前
掲
論
文
　
五
一
べ
－
ジ
。

　
　
（
２
）
　
同
右
　
五
一
－
五
ニ
ベ
ー
ジ
。

　
こ
の
時
期
の
経
済
学
の
方
法
論
上
の
諸
間
題
を
め
ぐ
る
論
争
が
、
現
実
か
ら
遊
離
し
、
空
虚
な
遊
戯
と
な
り
、
当
時
の
経
済
学
の

「
方
法
」
が
、
も
は
ヤ
発
展
の
客
観
的
合
法
則
性
を
正
し
く
反
映
し
て
い
な
い
と
い
う
反
省
が
、
一
九
三
〇
年
代
は
じ
め
に
提
起
さ



れ
る
「
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
理
論
」
の
体
系
化
に
お
い
て
、

る
し
く
強
調
さ
れ
る
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ソ
ビ
ェ
ト
経
済
発
展
の
具
体
的
特
徴
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
い
ち
じ

　
一
九
三
〇
年
六
－
七
月
に
開
催
さ
れ
た
第
一
六
回
党
大
会
に
お
い
て
、
ス
タ
ー
リ
ソ
は
、
ソ
連
邦
が
杜
会
主
義
の
時
期
に
は
い
っ

た
こ
と
を
定
式
化
し
た
。
す
な
わ
ち
、
当
時
、
ソ
連
邦
は
、
第
一
次
五
ヵ
年
計
画
の
予
想
以
上
の
遂
行
を
も
っ
て
、
第
三
年
度
を
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

か
え
・
農
業
集
団
化
も
い
ち
お
う
成
功
し
、
杜
会
主
義
経
済
の
き
そ
が
建
設
さ
れ
た
。
ま
た
一
九
二
九
－
三
〇
年
度
に
、
工
業
生
産

高
が
、
は
じ
め
て
農
業
生
産
高
を
う
わ
ま
わ
っ
た
。

　
　
（
１
）
　
第
一
次
五
ヵ
年
計
画
は
、
予
定
よ
り
は
や
く
す
す
み
、
す
で
に
一
九
三
〇
年
に
は
、
大
工
業
生
産
の
う
ち
、
杜
会
主
義
セ
ク
タ
ー
に
よ
る

　
　
も
の
が
九
九
・
三
％
に
た
っ
し
、
資
本
主
義
セ
ク
タ
ー
は
、
ほ
と
ん
ど
一
掃
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

　
国
民
経
済
の
杜
会
主
義
的
改
造
は
、
新
し
い
方
法
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
同
時
に
ま
た
経
済
学
の
分
野
に
お
け
る
い

ろ
い
ろ
の
理
論
間
題
を
提
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
ぜ
ま
い
意
味
で
の
過
渡
期
が
お
わ
り
に
ち
か
ず
き
、
杜
会
主
義

ウ
ク
ラ
ー
ド
が
確
立
さ
れ
、
過
渡
期
経
済
が
新
し
い
内
容
と
形
態
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、
杜
会
主
義
経
済
の
い
っ
そ
う
の
発
展
が
、

長
期
計
画
に
よ
り
実
現
し
う
る
段
階
に
は
い
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
杜
会
主
義
経
済
発
展
の
法
則
性
を
あ
き
ら
か
に
す
る
、
と
い
う

間
題
が
、
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
経
済
理
論
の
分
野
に
お
い
て
は
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
や
ル
ー
ビ
ソ
の
否
定
的
影
響
が
つ
よ
か
っ
た
た
め
、
ソ
ビ
エ
ト

経
済
に
か
ん
す
る
研
究
は
、
現
実
の
杜
会
主
義
建
設
に
、
い
ち
じ
る
し
く
た
ち
お
く
れ
て
い
た
。

　
　
　
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
（
承
前
）
　
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
　
　
（
七
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
○
　
　
（
八
○
）

　
経
済
の
諸
間
題
を
理
論
的
に
研
究
し
、
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
理
論
を
体
系
化
す
る
う
え
で
、
も
っ
と
も
障
害
に
な
っ
て
い
た
の
は
、
「
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

済
の
諾
間
題
に
つ
い
て
の
、
い
ろ
い
ろ
な
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
な
、
ま
た
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
的
な
理
論
が
、
い
ま
な
お
横
行
」
し
、
し
か
も
こ
れ

ら
の
理
論
に
た
い
す
る
「
も
っ
と
も
た
し
か
な
解
帝
剤
で
あ
る
マ
ル
ク
ス
ｕ
レ
ー
ニ
ソ
主
義
経
済
学
の
一
連
の
基
木
的
命
題
が
、
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

す
れ
ら
れ
は
じ
め
、
…
…
普
及
さ
れ
な
」
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
「
経
済
学
消
減
論
」
は
、
広
い
意
味
で
の
経
済
学
の

一
部
と
し
て
の
「
共
産
主
義
経
済
学
」
を
確
立
す
る
う
え
で
、
大
き
な
障
害
で
あ
っ
た
し
、
か
れ
の
「
労
働
支
出
法
則
」
は
、
杜
会

主
義
経
済
の
発
展
法
則
を
解
明
す
る
う
え
で
、
抽
象
的
、
観
念
的
な
見
解
を
生
み
だ
す
原
因
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
か
れ
の
「
均
衡

論
」
は
、
「
均
衡
を
普
遍
化
し
、
絶
対
化
し
、
運
動
の
特
定
の
状
態
か
ら
、
運
動
の
現
象
形
態
か
ら
、
な
に
か
独
立
し
た
自
因
的
な
も

　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

の
に
転
化
せ
し
め
」
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
た
え
ま
な
く
流
動
す
る
物
質
の
運
動
と
変
化
と
の
弁
証
法
的
過
程
は
、
相
対
的
均
衡
に
あ

る
瞬
問
に
お
い
て
の
み
と
ら
え
ら
れ
こ
の
過
渡
的
瞬
問
が
固
定
さ
れ
、
判
断
の
出
発
点
と
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
理
論
の
基
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

的
前
提
に
転
化
さ
れ
」
て
し
ま
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
杜
会
の
発
展
法
則
を
説
明
す
る
こ
と
を
、
そ
の
使
命
と
す
る
、
ひ
と
つ
の
理
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

の
地
位
に
ま
で
た
か
め
」
ら
れ
、
マ
ル
ク
ス
の
再
生
産
理
論
と
は
「
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
」
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
ｏ
－
簑
－
国
｝
目
一
Ｑ
◎
■
目
｝
¢
｝
自
戸
肖
◎
旨
〆
Ｈ
一
〇
－
匂
一
］
』
ド

　
　
（
２
）
弓
婁
塞
一
Ｓ
勺
．
Ｈ
鼻

　
　
（
３
）
　
デ
ボ
ー
リ
ソ
「
均
衡
約
と
唯
物
弁
証
法
」
　
（
邦
訳
「
「
ブ
ハ
ー
リ
ソ
唯
物
史
観
」
批
判
』
二
一
ニ
ハ
ベ
ー
ジ
）

　
　
（
４
）
　
マ
ル
テ
ィ
ノ
フ
「
杜
会
の
可
動
的
均
衡
蒲
お
よ
び
杜
会
と
環
境
と
の
閉
の
交
互
関
係
」
　
（
邦
訳
、
同
右
、
七
四
べ
ー
ジ
）

　
　
　
　
〔
以
上
、
二
っ
の
論
文
は
、
原
文
を
み
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
邦
訳
に
よ
っ
た
こ
と
を
、
お
こ
と
は
り
し
て
お
く
〕

　
一
九
二
九
年
十
二
月
に
ひ
ら
か
れ
た
「
マ
ル
ク
ス
主
義
的
農
業
問
題
専
門
宋
会
議
」
で
の
、
ス
タ
ー
リ
ソ
の
、
経
済
学
者
に
た
い

す
る
桁
滴
は
、
さ
き
に
の
べ
た
ス
タ
ー
リ
ソ
の
右
翼
日
和
見
主
義
理
論
に
た
い
す
る
一
連
の
批
判
の
結
論
と
で
も
い
う
こ
と
が
で
き



る
で
あ
ろ
う
。
ス
タ
ー
リ
シ
は
、
こ
の
会
議
で
「
理
論
が
真
に
理
論
で
あ
る
な
ら
、
そ
れ
は
実
際
活
動
家
に
、
方
向
を
決
定
す
る
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

力
を
、
は
っ
き
り
し
た
み
と
お
し
を
、
仕
事
に
た
い
す
る
確
信
を
、
わ
れ
わ
れ
の
大
業
の
勝
利
に
た
い
す
る
信
念
を
あ
た
え
る
」
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
の
べ
、
プ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
者
が
、
ブ
ル
ジ
ヨ
ァ
理
論
と
容
赦
な
い
闘
争
を
お
こ
な
う
な
か
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

「
現
在
の
発
展
段
階
で
、
新
し
く
提
起
さ
れ
て
い
る
、
過
渡
期
の
経
済
の
諸
間
題
を
研
究
す
る
」
こ
と
の
必
要
を
強
調
し
た
。

　
　
（
１
）
　
ｏ
§
曽
貝
弓
９
曽
夷
Ｐ
Ｓ
弓
．
Ｈ
亀
．

　
　
（
２
）
弓
婁
塞
一
Ｓ
ｂ
．
ミ
Ｎ
．

　
杜
会
主
義
建
設
の
発
展
と
対
応
し
、
そ
の
新
し
い
段
階
に
お
け
る
、
具
体
的
な
経
済
間
題
を
理
論
的
に
分
析
し
、
ソ
ピ
ェ
ト
経
済

の
合
法
則
性
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
の
必
要
が
で
て
き
た
。
同
時
に
、
技
術
的
再
建
が
軌
道
に
の
り
、
今
度
は
技
術
を
習
得
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

人
間
が
、
国
民
経
済
の
発
展
に
と
っ
て
決
定
的
要
困
と
な
っ
て
き
た
段
階
に
、
ひ
と
び
と
が
ソ
ピ
ェ
ト
経
済
の
諸
間
題
を
学
習
す
る

た
め
に
、
適
当
な
『
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
理
論
要
綱
』
を
つ
く
る
必
要
が
で
て
き
た
。

　
　
（
１
）
　
第
一
次
五
カ
年
計
画
に
よ
る
、
国
民
経
済
全
部
門
に
わ
た
る
設
傭
の
近
代
化
に
と
も
な
い
、
新
技
術
を
習
得
し
、
各
職
場
で
中
心
と
な
る

　
　
　
べ
ぎ
要
員
を
養
成
す
る
こ
と
　
　
い
わ
ゆ
る
「
ひ
と
づ
く
り
」
が
重
要
な
間
題
と
な
り
、
こ
れ
に
と
も
な
い
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
の
諸
間
題
を
解
明

　
　
　
し
た
経
済
学
を
学
習
す
る
こ
と
が
、
よ
り
い
っ
そ
う
必
要
な
こ
と
に
な
っ
て
ぎ
た
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
ソ
連
邦
に
お
け
る
杜
会
学
的
建
設
が
新
し
い
段
階
に
は
い
っ
た
こ
と
、
こ
の
具
体
的
箏
実
に
も
と
づ
い
て
、
ス

タ
ー
リ
ソ
が
、
　
「
過
渡
期
経
済
の
諸
間
題
」
を
研
究
す
る
こ
と
の
必
要
を
指
摘
し
た
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
、
一
九
三
〇
年
か
ら
一
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

三
一
年
に
か
け
て
、
　
「
ソ
ビ
ヱ
ト
経
済
理
論
」
の
い
っ
そ
う
の
研
究
と
、
そ
の
体
系
化
の
こ
こ
ろ
み
が
な
さ
れ
た
。

　
　
（
１
）
　
「
ソ
ビ
ェ
ト
維
済
理
論
」
の
全
般
的
な
研
究
の
繭
芽
は
、
す
で
に
一
九
二
し
年
に
出
版
さ
れ
た
ラ
ピ
ド
ゥ
ス
、
オ
ス
ト
ロ
ヴ
ィ
ー
チ
ャ
ノ

　
　
　
フ
共
著
、
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
理
諭
と
関
連
し
た
経
済
学
」
初
版
（
－
彗
長
着
戸
目
Ｇ
Ｏ
弓
Ｏ
畠
弓
畠
国
冨
曽
∴
自
◎
旨
旨
焉
員
竃
茅
昌
婁
畠
目
富
酋
。
。
目

　
　
　
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
（
承
前
）
　
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
　
（
八
一
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
一
号
）

八
二
　
　
（
八
二
）

○
富
◎
寝
高
ｏ
冨
雪
員
ｏ
昌
昌
。
・
邑
ｏ
冨
苧
Ｈ
一
〇
９
墨
ぎ
岩
ミ
．
自
ｏ
．
ｏ
．
）
に
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
著
書
は
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
「
労
働
支
出
の
法
則
」
、

プ
レ
ォ
ブ
ラ
ジ
ェ
ン
ス
キ
ー
の
「
二
っ
の
規
制
者
」
論
の
影
響
を
う
け
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
の
規
制
者
に
っ
い
て
は
、
っ
ぎ

の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
、
　
「
も
し
ソ
ビ
ェ
ト
連
邦
に
１
、
国
営
経
済
が
存
在
す
る
の
み
で
あ
る
な
ら
ば
、
価
値
に
よ
る
規
制
と
い
う
間
題
は
生
じ

な
い
で
お
ろ
う
こ
と
は
・
い
う
ま
で
も
な
い
」
　
（
一
八
一
ぺ
－
ジ
）
が
、
　
「
ソ
ビ
エ
ト
経
済
の
特
質
は
、
そ
の
過
渡
的
な
性
質
に
あ
り
、
全
体

と
し
て
み
れ
ば
・
も
は
や
資
本
主
義
経
済
で
は
な
く
、
ま
た
も
ち
ろ
ん
、
ま
だ
完
全
な
杜
会
主
義
経
済
で
も
な
い
。
も
し
、
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
は
、

杜
会
主
義
で
あ
る
か
、
ま
た
は
、
資
本
主
義
で
あ
る
か
と
問
わ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
の
創
造
性
は
、
ま
さ
に
資
本
主
義
か
ら
杜
会
主
義
へ
の
過
波

的
性
質
に
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
資
本
主
義
と
も
ま
た
杜
会
主
義
と
も
特
徴
づ
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
こ
た
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
価
値
法

則
は
、
ソ
ビ
ェ
ト
連
邦
に
お
い
て
、
依
然
と
し
て
効
力
を
も
っ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
意
識
的
規
制
に
よ
っ
て
完
全
に
除
去
さ
れ
て
い
る
か
と

問
う
な
ら
ぱ
、
ふ
た
た
び
お
な
じ
よ
う
に
１
こ
た
え
る
で
あ
ろ
う
。
…
…
前
者
か
後
者
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
前
老
も
後
者
も

正
し
く
な
い
か
ら
で
あ
る
。
前
老
か
ら
後
老
へ
の
過
渡
的
過
程
を
た
ど
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
こ
れ
が
事
実
で
あ
る
。
価
値
法
則
は
、
ま
だ

衰
滅
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
依
然
と
し
て
ソ
ビ
ェ
ー
ト
連
邦
の
な
か
で
作
用
し
て
い
る
。
だ
が
資
本
主
義
制
度
に
お
け
る
と
は
、

こ
と
な
っ
た
形
態
で
作
用
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
、
衰
滅
過
程
を
た
ど
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
、
て
の
過
程
に
お
い
て
、
し
ま
い
に

祉
会
主
義
杜
会
の
労
働
支
出
の
法
則
に
転
化
す
べ
き
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
」
　
（
一
七
九
－
一
八
○
ぺ
ー
ジ
）
さ
ら
に
、
っ
ぎ
の
よ
う
に
結

論
し
て
い
る
。
　
「
ソ
ピ
ェ
ト
経
済
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
み
る
か
。
生
産
関
係
の
均
衡
は
、
こ
こ
で
も
他
の
経
済
と

お
な
じ
よ
う
に
労
働
支
出
の
法
則
に
も
と
づ
く
。
し
か
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
形
態
で
、
こ
の
法
則
は
、
そ
の
規

制
作
川
を
は
た
す
か
。
こ
こ
に
は
価
値
法
則
に
よ
る
も
の
と
、
計
画
に
よ
る
も
の
と
の
、
二
っ
の
規
整
形
態
の
く
み
あ
わ
さ
れ
た
作
用
が
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
・
合
理
的
な
指
揮
　
　
そ
れ
は
仙
値
法
則
を
利
用
す
る
　
　
は
も
っ
と
も
能
動
的
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
、
ソ
ピ
ェ
ト
締
済
の
過
渡
的

阯
貫
は
・
か
く
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
伽
値
法
則
は
、
合
理
的
原
理
が
進
上
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
労
働
支
山
の
法
則

に
か
わ
っ
て
ゆ
く
の
で
お
る
」
　
（
五
一
九
べ
ー
ジ
）
。
〔
べ
－
ジ
数
は
、
邦
訳
『
マ
ル
ク
ス
主
義
経
済
学
」
に
よ
る
〕
こ
の
よ
う
に
、
ラ
ピ
ド
ウ

ス
・
オ
ス
ト
ロ
ウ
ィ
ー
チ
ャ
ノ
フ
は
、
過
渡
期
を
、
い
わ
ゆ
る
せ
ま
い
菰
味
一
資
本
主
義
か
ら
祉
会
主
義
へ
の
過
渡
期
　
　
広
い
意
味
で
の
祉

会
主
義
革
命
期
〔
労
働
者
階
級
に
よ
る
権
力
奪
坂
か
ら
困
Ｎ
維
済
の
礼
・
、
ム
主
義
改
造
の
完
了
ま
で
〕
）
で
理
解
し
、
杜
会
主
義
に
な
れ
ば
、
た

だ
む
に
「
労
働
支
出
の
法
則
」
が
作
用
す
る
と
考
え
て
い
た
。
　
（
一
九
二
九
－
二
九
年
は
織
械
論
、
観
念
論
が
批
判
さ
れ
た
あ
、
、
一
の
版
で
は
、

こ
れ
ら
の
点
が
畝
訂
さ
れ
て
い
る
。
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
一
九
三
一
年
の
『
マ
ル
ク
ス
主
義
の
旗
の
も
と
に
』
誌
第
二
号
に
発
表
さ
れ
た
「
政
治
経
済
学
教
稚
要
綱
』
や
、
一
九
三
一
年
に
、
共

産
党
中
央
姿
員
会
組
織
局
に
よ
り
審
議
さ
れ
確
認
さ
れ
た
、
新
し
い
要
綱
も
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
し
、
ア
ソ
チ
ー
シ
キ
ソ
（
＞
、
一
目
目
冨

　
　
　
　
（
２
）

冒
）
の
提
案
も
、
ま
た
そ
の
こ
こ
ろ
み
の
ひ
と
つ
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
１
）
　
こ
の
要
綱
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
」
（
『
立
命
館
経
済
学
」
第
十
巻
、
第
四
号
、
一
一
四
－
一
一
五
べ
－

　
　
ジ
）
参
照
。

　
　
（
２
）
宣
自
員
昌
自
．
・
Ｏ
筍
・
還
竃
・
昌
畠
暑
昌
８
署
婁
昌
嚢
き
量
《
・
。
書
舅
貫
曽
竃
墨
婁
爵
墨
－
富
冨
婁
多
多
二
§
・

　
　
○
暑
．
Ｈ
ふ
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
『
要
綱
』
は
、
当
時
ま
だ
杜
会
主
義
の
き
そ
を
建
設
す
る
段
階
に
あ
り
、
ま
た
、
ス
タ
「
リ
ソ
が
「
過
渡
期

似
齢
淋
の
諦
閉
趣
」
　
（
傍
点
－
木
原
）
を
研
究
す
る
こ
と
の
必
要
を
桁
摘
し
た
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
、
い
ず
れ
も
「
ソ
ビ
エ
ト
経
済
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

論
」
と
し
て
と
り
あ
げ
、
　
「
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
理
論
は
、
杜
会
主
義
へ
の
過
渡
期
の
経
済
理
論
で
あ
り
」
、
「
こ
の
要
綱
に
よ
る
ソ
ビ
ェ

ト
経
済
理
論
は
、
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
が
、
資
木
主
義
か
ら
杜
会
主
義
へ
の
過
渡
的
経
済
で
あ
る
こ
と
か
ら
出
発
し
て
、
さ
い
ご
に
研
兜

　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
」
と
の
べ
て
い
る
よ
う
に
、
せ
ま
い
意
味
で
の
過
渡
期
の
経
済
理
論
と
し
て
、
と
り
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
こ

と
は
、
当
時
の
国
民
経
済
の
発
展
段
淋
を
反
映
し
た
必
然
的
結
果
で
あ
る
が
、
　
「
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
理
論
」
の
対
象
は
、
　
「
ソ
ビ
ェ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

経
済
の
法
則
性
を
、
そ
の
あ
ら
ゆ
る
特
徴
と
と
も
に
研
究
し
、
そ
の
具
体
的
多
様
性
に
お
い
て
研
究
す
る
」
も
の
で
あ
り
、
　
「
ソ
ビ

ェ
ト
経
済
を
研
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
勝
利
し
た
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
が
、
ｎ
分
の
独
裁
を
う
ち
た
て
た
す
べ
て
の
因
に
お
な
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

く
存
在
す
る
、
過
波
期
の
火
本
的
法
則
性
を
研
究
」
す
る
と
の
べ
て
い
る
ア
ソ
チ
ー
シ
キ
ソ
の
見
解
に
は
、
広
い
恵
味
で
の
経
済
学

の
一
部
と
し
て
、
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
理
論
を
体
系
化
し
よ
う
と
す
る
こ
こ
ろ
み
が
み
ら
れ
る
。

　
　
（
１
）
　
ア
ソ
チ
ー
シ
キ
ソ
　
前
掲
諭
文
　
二
ぺ
ー
ジ
。

　
　
　
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
－
つ
い
て
（
承
前
Ｈ
）
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
　
（
八
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
　
　
（
八
四
）

　
（
２
）
　
同
右
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も
ち
ろ
ん
、
こ
の
時
期
に
は
、
広
い
意
味
で
の
経
済
学
と
い
う
立
場
か
ら
、
は
っ
き
り
と
「
杜
会
主
義
経
済
学
」
と
い
う
か
た
ち

で
提
起
さ
れ
る
ま
で
に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
『
マ
ル
ク
ス
主
義
の
旗
の
も
と
に
』
誌
に
の
せ
ら
れ
た
『
政
治
経
済
学
要
綱
』
で
は
、

そ
の
さ
い
ご
に
で
は
あ
る
が
、
独
立
し
て
「
ソ
ビ
エ
ト
経
済
理
論
」
と
い
う
テ
ー
マ
が
も
う
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
要
綱

で
は
、
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
理
論
の
対
象
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
過
渡
期
の
一
般
的
特
徴
、
杜
会
主
義
と
共
産
主
義
、
資
本
主

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

義
か
ら
杜
会
主
義
へ
の
過
渡
期
の
不
可
避
性
、
ソ
ビ
エ
ト
経
済
の
特
殊
性
、
一
国
に
お
け
る
杜
会
主
義
の
建
設
と
な
て
っ
い
る
。

　
　
（
！
）
　
邦
訳
『
ア
ル
ク
ス
主
義
の
旗
の
下
に
」
第
二
年
、
第
五
号
、
八
五
ぺ
ー
ジ
。

　
広
い
意
味
で
の
経
済
学
の
立
場
か
ら
「
杜
会
主
義
経
済
学
」
は
存
立
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
確
立
す
る
こ
と
の
必
要
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

す
で
に
、
一
九
二
五
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
「
経
済
学
と
は
な
に
か
」
に
つ
い
て
の
討
論
の
な
か
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
当

時
は
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
「
経
済
学
消
減
論
」
の
影
響
が
つ
よ
か
っ
た
。
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
「
経
済
学
消
減
論
」
が
、
決
定
的
批
判
の
対

象
に
な
り
、
　
「
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
理
論
」
を
確
立
す
る
必
要
が
明
確
な
か
た
ち
で
提
供
さ
れ
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
二
九

年
に
禿
火
さ
れ
た
、
　
「
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
『
過
波
期
Ｏ
経
済
』
に
た
い
す
る
レ
ー
ニ
ソ
の
評
沁
」
で
あ
る
。
こ
の
「
レ
ー
ニ
ソ
の
評
注
」

は
、
広
い
芯
味
で
の
経
済
学
の
立
場
か
ら
、
　
「
祉
会
主
携
経
済
学
」
を
み
と
め
る
う
え
で
、
東
要
な
文
献
と
な
っ
た
。

　
　
（
１
）
　
レ
◎
竃
署
声
戸
９
竃
竃
富
臼
１
９
畠
◎
君
◎
墨
．
．
■
昌
弓
賢
８
；
曽
自
罵
畠
ｐ
酋
翼
冨
婁
竃
二
を
め
ぐ
る
コ
ム
ア
カ
デ
、
、
、
－
に
抽
け
る
討
繍
。

　
　
　
こ
の
討
諭
に
っ
い
て
は
、
《
市
８
冨
員
呂
婁
買
芸
竃
自
－
シ
之
ｏ
．
Ｈ
ピ
Ｈ
ｓ
ダ
ｏ
昌
・
緕
べ
』
竃
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
討
諭
に
つ
い
て

　
　
　
は
・
州
楠
「
広
い
忠
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
」
（
「
立
命
鮒
維
済
学
一
一
第
十
巻
、
嫡
四
サ
、
一
〇
一
－
一
〇
三
ぺ
ー
ジ
）
参
照
。

　
こ
の
よ
う
に
、
一
九
二
八
年
か
ら
二
九
年
に
か
け
て
、
経
済
学
に
お
け
る
機
械
論
、
観
念
論
の
批
判
、
　
「
レ
ー
ニ
ソ
の
評
注
」
の



発
表
に
よ
り
、
広
い
意
味
で
の
経
済
学
の
立
場
か
ら
、
　
「
杜
会
主
義
経
済
学
」
を
う
ち
た
て
る
と
い
う
方
向
へ
の
第
一
歩
が
ふ
み
だ

さ
れ
た
の
で
は
あ
る
が
、
当
時
の
客
観
的
背
景
に
制
約
さ
れ
、
ま
だ
、
過
渡
期
経
済
を
対
象
と
し
た
「
ソ
ビ
ェ
ト
綴
済
理
論
」
と
し

て
し
か
提
示
さ
れ
な
か
っ
た
。

　
ソ
ピ
ェ
ト
経
済
を
、
せ
ま
い
意
味
で
の
過
渡
期
、
す
な
わ
ち
資
本
主
義
か
ら
杜
会
主
義
へ
の
過
渡
期
と
み
な
し
た
こ
と
は
、
杜
会

主
義
の
き
そ
が
で
き
あ
が
っ
て
か
ら
の
段
階
を
、
固
定
化
し
、
定
式
化
す
る
傾
向
を
生
み
だ
す
原
因
と
な
り
、
の
ち
杜
会
主
義
的
段

階
の
性
格
規
定
、
杜
会
主
義
的
段
陪
に
お
け
る
経
済
的
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
の
解
明
に
、
お
お
く
の
困
難
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　
一
九
二
八
－
二
九
年
に
お
け
る
経
済
学
の
方
法
論
を
め
ぐ
る
論
争
が
、
抽
象
的
に
す
ぎ
、
一
般
的
方
法
論
の
範
囲
内
に
と
ど
ま
っ

た
た
め
、
も
は
や
発
展
の
客
観
的
合
法
則
性
を
反
映
し
て
い
な
い
と
い
う
批
判
を
う
け
た
た
め
、
い
ご
の
研
究
が
、
具
体
的
側
面
を

強
調
し
た
こ
と
が
、
一
方
で
は
、
党
や
因
家
の
政
策
が
、
法
則
で
あ
る
と
い
う
あ
や
ま
り
を
お
か
す
原
困
と
な
っ
た
。

　
さ
ら
に
、
二
〇
年
代
後
半
に
お
い
て
、
と
く
に
右
翼
日
和
見
主
義
理
論
が
、
杜
会
主
義
建
設
に
有
害
な
結
呆
を
も
た
ら
し
た
の
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

過
渡
期
経
済
の
性
格
を
理
解
せ
ず
、
そ
の
階
級
的
内
容
を
軽
視
し
た
が
た
め
で
あ
り
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
「
均
衡
論
」
な
ど
、
も
っ
ぱ

ら
、
そ
の
階
級
的
視
点
が
欠
陥
し
て
い
る
点
に
、
批
判
の
中
心
が
お
か
れ
た
こ
と
は
正
し
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ

そ
Ｏ
他
右
翼
目
和
見
主
鍍
老
と
し
て
非
難
さ
れ
た
ひ
と
び
と
が
、
ン
、
の
後
強
力
的
に
排
除
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
、

三
〇
午
代
に
な
っ
て
か
ら
、
ソ
ビ
ェ
ト
に
お
け
る
経
済
学
は
、
一
部
バ
ラ
ソ
ス
論
な
ど
を
め
ぐ
る
論
争
を
の
ぞ
い
て
、
い
ち
じ
る
し

く
低
調
に
な
っ
た
こ
と
も
．
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
ソ
連
邦
に
お
け
る
「
杜
会
主
義
経
済
学
」
の
発
展
過
程
は
、
つ
ぎ
の
六
つ
の
時
期
に
わ
け
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
第
一
の
時
期
は
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
著
書
『
過
渡
期
の
経
済
』
の
公
刊
さ
れ
た
一
九
二
〇
年
か
ら
、
一
九
二
八
－
二
九
年
の
論
争
と

　
　
　
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
（
承
前
）
　
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
　
（
八
五
）



　
　
　
立
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・
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八
六
　
（
八
六
）

批
判
、
な
ら
び
に
二
九
年
の
「
レ
ー
ニ
ソ
の
評
注
」
の
発
表
を
へ
て
、
経
済
学
に
お
け
る
機
械
論
、
観
念
論
に
終
止
符
が
う
た
れ
た

時
期
、
す
な
わ
ち
、
一
九
三
〇
年
六
－
七
月
の
箪
一
六
同
党
大
会
ご
ろ
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
）

　
第
二
の
時
期
は
、
一
九
三
〇
年
後
半
か
ら
一
九
三
六
－
七
年
に
、
ボ
リ
ー
リ
ソ
に
よ
っ
て
『
杜
会
主
義
経
済
学
教
程
要
綱
』
に
つ

い
て
具
体
的
な
間
題
提
起
が
な
さ
れ
る
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
ボ
リ
ー
リ
ソ
に
っ
い
て
は
、
拙
稿
「
杜
会
主
義
経
済
学
の
生
成
と
発
展
」
（
『
経
済
論
叢
』
第
九
一
巻
、
第
四
号
）
お
よ
び
「
杜
会
主
義
経

　
　
済
学
の
対
象
に
つ
い
て
」
　
（
同
上
、
第
九
一
巻
、
第
六
号
）
参
照
。

　
第
三
の
時
期
は
、
ボ
リ
ー
リ
ソ
に
よ
る
『
杜
会
主
義
経
済
学
教
程
要
綱
』
提
起
か
ら
、
一
九
四
三
年
の
『
プ
ル
ク
ス
主
義
の
旗
の

も
と
に
』
誌
に
掲
載
さ
れ
た
無
署
名
論
文
「
経
済
学
の
講
義
に
つ
い
て
の
若
干
の
間
題
」
ま
で
の
時
期
。
こ
の
論
文
で
、
杜
会
主
義

の
も
と
で
の
い
わ
ゆ
る
「
変
容
さ
れ
た
価
値
法
則
」
の
作
用
を
み
と
め
、
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
の
エ
ソ
ゲ
ル
ス
の
見
解

に
も
と
づ
き
、
経
済
学
の
対
象
が
明
確
に
規
定
さ
れ
た
。

　
第
四
の
時
期
は
、
一
九
四
三
年
か
ら
、
ス
タ
ー
リ
ソ
の
論
文
『
ソ
連
邦
に
お
け
る
杜
会
主
義
の
経
済
的
諮
間
題
』
が
発
表
さ
れ
た
、

一
九
五
二
年
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。
ス
タ
ー
リ
ソ
の
こ
の
論
文
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
変
容
さ
れ
た
価
値
法
則
」
が
否
定
さ
れ
た
こ

と
は
、
よ
く
し
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
第
五
の
時
期
．
は
、
ス
タ
ー
リ
ソ
論
叉
の
発
表
か
ら
、
一
九
五
六
年
二
月
の
第
二
〇
旧
党
大
会
で
、
ス
タ
ー
リ
ソ
が
批
判
さ
れ
る
ま

で
の
時
期
。

　
策
六
の
時
期
は
、
第
二
〇
阿
党
大
会
で
の
時
期
で
あ
る
。



　
　
　
　
　
　
　
　
士
ハ

．
ア
ソ
チ
↓
キ
ソ
は
、
一
ソ
ビ
一
－
経
箆
論
要
綱
一
を
つ
く
る
に
あ
た
り
、
「
過
渡
経
済
は
、
多
様
な
も
の
で
は
あ
、
篶
、
そ

背
身
の
発
展
法
則
を
も
一
て
い
章
し
た
が
一
て
「
過
渡
期
の
経
済
学
の
任
務
は
、
こ
れ
ら
の
法
則
婁
き
象
に
す
る
一
こ
と

で
あ
る
と
の
べ
・
「
ソ
ピ
一
－
経
箆
論
は
、
プ
一
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
独
裁
の
さ
い
し
よ
の
国
の
具
体
的
条
件
の
も
と
で
の
過
渡
期

の
経
済
学
で
あ
雪
と
定
義
し
て
い
る
・
こ
の
定
義
が
、
ア
ソ
チ
↓
キ
ソ
の
蓬
し
た
一
ソ
ピ
エ
ト
経
済
理
論
要
綱
一
の
方
法
論

的
構
成
の
前
提
差
一
て
い
る
・
す
奪
ち
、
か
れ
は
、
ソ
連
邦
に
淳
る
杜
会
主
義
建
設
の
具
体
的
特
徴
の
研
究
を
出
発
点
と
し

て
、
過
渡
期
経
済
学
の
要
綱
を
つ
く
り
あ
げ
よ
う
と
こ
こ
ろ
み
た
の
で
あ
る
。

　
　
（
１
）
　
ア
ソ
チ
ー
シ
キ
ソ
　
前
掲
論
文
　
四
ぺ
ー
ジ
。

一
“
蠣

ア
ソ
チ
ー
シ
キ
ソ
の
一
要
綱
一
は
・
つ
ぎ
の
八
つ
の
項
目
か
ら
な
つ
て
青
、
そ
れ
ぞ
れ
の
胃
の
研
究
を
つ
う
じ
て
、
過
渡
期
維

済
の
基
本
的
運
動
法
則
茎
面
的
に
解
明
し
、
こ
の
解
明
に
き
づ
い
て
、
プ
一
レ
タ
リ
ア
因
家
に
よ
り
彊
的
に
実
現
さ
れ
る
、
敵

対
的
階
級
書
い
ご
的
に
一
掃
す
る
過
程
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
か
芝
丈
ば
、
過
渡
期
経
済
の
基
本
的
運
動

法
則
は
・
走
凌
の
革
命
的
杜
会
化
計
画
と
い
う
こ
と
で
書
、
計
票
法
則
で
あ
る
と
い
う
見
解
が
、
す
で
に
言
れ
る
。

第
；
項
目
は
・
杜
会
義
の
歴
史
的
準
備
と
し
て
の
杜
全
葦
命
。
こ
こ
で
は
、
資
本
主
義
の
必
然
的
減
亡
と
い
う
、
資
本

主
義
の
葉
的
法
則
性
の
解
明
と
、
プ
一
レ
タ
リ
ァ
独
簸
で
あ
る
謹
禁
到
来
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
記
述
に
あ
て
ら
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
　
（
八
七
）

　
　
　
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
（
承
前
）
　
（
木
原
）



立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
一
号
）

八
八
　
（
八
八
）

る
。

　
第
二
の
項
目
は
、
杜
会
主
義
へ
の
過
渡
期
の
本
質
が
解
明
さ
れ
る
。
過
渡
期
の
本
質
を
解
明
す
る
に
あ
た
り
、
過
渡
期
の
基
本
条

件
で
あ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
独
裁
を
そ
の
出
発
点
と
し
、
過
渡
期
経
済
の
基
本
特
徴
を
あ
き
ら
か
に
す
る
の
み
な
ら
ず
、
ソ
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
　
、

邦
に
お
け
る
杜
会
主
義
建
設
の
特
徴
も
記
述
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
、
過
渡
期
の
基
本
法
則
と
し
て
の
計
画
（
傍
点
－
木

原
）
に
つ
い
て
の
間
題
も
、
一
般
的
に
と
り
あ
げ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、
と
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
第
三
の
項
目
は
、
杜
会
主
義
建
設
の
段
階
で
あ
る
。
建
設
の
段
階
が
、
こ
こ
で
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
つ
ぎ
の
理
由
に
よ

る
。
す
な
わ
ち
、
過
渡
期
経
済
は
、
一
般
的
法
則
性
を
も
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
が
生
産
手
段
の
革
命
的
杜
会
化
の
過
程
で
あ
り
、
階

級
杜
会
消
減
の
過
程
で
あ
る
。
杜
会
化
の
形
態
、
階
級
闘
争
の
形
態
は
、
革
命
的
過
程
が
す
す
む
に
し
た
が
い
変
化
す
る
。
し
た
が

っ
て
、
杜
会
主
義
建
設
の
過
程
も
、
そ
れ
グ
、
れ
の
段
階
に
わ
け
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
過
程
は
、
一
つ

の
問
題
が
解
決
さ
れ
る
と
と
も
に
、
新
し
い
任
務
が
た
て
ら
れ
、
新
し
い
や
り
か
た
で
実
現
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
が
、
こ
の

項
目
の
内
容
で
あ
る
。

　
第
四
の
頂
目
は
、
過
渡
期
の
基
本
的
経
済
法
則
と
し
て
の
計
画
の
、
一
般
的
規
定
と
、
か
つ
全
面
的
解
明
に
あ
て
ら
れ
る
。
ア
ソ

チ
ー
シ
キ
ソ
の
『
要
綱
』
の
八
つ
の
項
目
の
う
ち
、
塘
四
の
こ
の
項
目
が
も
っ
と
も
重
要
な
、
ン
、
の
核
心
を
な
す
項
日
と
な
っ
て
い

る
。
第
二
の
項
〔
に
お
い
て
、
過
渡
期
の
某
本
法
則
と
し
て
計
画
の
間
題
に
つ
い
て
解
明
す
る
こ
と
の
必
要
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

ア
ソ
チ
ー
シ
キ
ソ
○
「
要
綱
」
は
、
　
「
過
渡
期
Ｏ
某
本
法
則
は
計
画
で
あ
る
」
と
い
う
見
解
が
、
ン
、
の
出
発
点
と
な
り
、
骨
子
と
な

り
、
ン
、
Ｏ
他
Ｏ
狽
〕
で
は
、
す
べ
て
こ
○
法
則
（
－
計
画
）
Ｏ
具
体
的
作
州
と
し
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
こ
Ｏ
－
要
綱
！

は
、
　
一
貰
性
を
も
っ
て
い
る
。



　
計
画
が
法
則
で
あ
る
と
い
う
定
式
は
、
ア
ソ
チ
ー
シ
キ
ソ
の
こ
の
『
要
綱
』
に
、
明
確
に
み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
計
画
は
、
杜

会
化
さ
れ
た
生
産
手
段
に
も
と
づ
い
て
の
み
遂
行
さ
れ
る
。
計
画
は
、
さ
い
ご
的
結
果
で
は
な
く
、
経
済
の
杜
会
主
義
的
改
造
の
革

命
的
過
程
で
あ
り
、
杜
会
主
義
を
建
設
す
る
数
百
万
の
ひ
と
び
と
の
運
動
で
あ
る
。
計
画
は
、
無
階
級
の
杜
会
主
義
杜
会
を
建
設
す

る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
国
家
の
行
為
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
国
家
の
行
為
で
あ
る
計
画
が
、
す
な
わ
ち
法
則
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
あ
と
で
ス
タ

ー
リ
ソ
に
よ
り
批
判
さ
れ
た
、
客
観
的
法
則
を
国
家
の
行
為
、
政
策
と
同
一
視
す
る
あ
や
ま
り
が
、
す
で
に
こ
こ
に
み
ら
れ
る
。

　
計
画
即
法
則
と
い
う
見
解
が
で
て
き
た
の
は
、
一
九
二
八
－
二
九
年
に
お
け
る
論
争
が
、
い
た
ず
ら
に
抽
象
的
理
論
に
は
し
り
、

一
般
的
方
法
論
の
範
囲
内
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
、
と
い
う
批
判
に
た
い
し
、
研
究
の
対
象
と
し
て
、
具
体
的
に
杜
会
主
義
建
設
の
間

題
に
重
点
が
お
か
れ
、
党
や
因
家
の
政
策
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
こ
と
が
な
し
う
る
、
と
い
う
考
え
が
、
そ
の
契
機
の
ひ
と
つ
に
な

っ
て
い
る
、
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
第
五
の
項
目
は
、
前
項
に
つ
づ
い
て
、
生
産
力
と
生
産
関
係
の
杜
会
主
義
的
改
造
の
間
題
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
プ

ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
独
裁
の
杜
会
構
造
は
、
生
産
力
の
高
い
発
展
テ
ソ
ポ
を
条
作
づ
け
る
と
と
も
に
、
生
産
力
の
性
格
を
か
え
る
。

箪
一
に
、
生
産
力
の
発
展
、
そ
の
高
い
技
術
的
・
経
済
的
水
準
と
杜
会
主
義
的
改
迭
は
、
ふ
る
い
生
産
関
係
を
す
み
や
か
に
粉
砕
す

る
き
そ
で
あ
り
、
杜
会
主
義
生
産
関
係
の
急
速
な
強
化
の
き
そ
で
あ
る
、
と
い
う
点
を
、
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
、

と
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

　
第
六
〇
項
目
は
、
農
業
に
お
け
る
生
産
力
と
生
産
関
係
を
、
杜
会
主
義
的
に
改
造
す
る
こ
と
の
合
法
則
性
の
解
明
に
あ
て
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
農
業
の
分
野
に
お
け
る
、
過
渡
経
済
の
某
本
法
則
で
あ
る
計
画
の
固
有
な
具
体
的
作
用
と
し
て
、
巾
小
農
業
経
営
Ｏ
集

　
　
　
広
い
意
味
で
の
絡
済
学
に
つ
い
て
（
承
前
）
　
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
　
　
（
八
九
）
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九
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九
〇
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団
化
、
総
合
的
集
団
化
の
実
現
と
こ
れ
に
も
と
づ
く
階
級
と
し
て
の
ク
ラ
ー
ク
の
一
稀
に
つ
い
て
の
べ
ら
れ
る
必
要
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。

　
第
七
の
項
目
は
、
分
配
と
流
通
分
面
に
お
い
て
、
過
渡
経
済
の
基
本
法
則
　
　
計
画
　
　
が
、
具
体
的
に
、
ど
の
よ
う
に
あ
ら
わ

れ
る
か
に
つ
い
て
の
研
究
に
あ
て
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
国
家
に
よ
る
生
産
手
段
の
杜
会
化
は
、
同
時
に
生

産
手
段
の
分
配
の
変
化
、
す
な
わ
ち
、
生
産
者
と
生
産
手
段
の
結
合
方
法
の
変
化
で
も
あ
る
か
ら
、
生
産
手
段
の
杜
会
化
が
、
分
配

方
法
、
流
通
の
性
格
を
、
根
本
的
に
、
ど
の
よ
う
に
か
え
る
か
の
解
明
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
も
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ァ
ー
ト
の
国
家
が
生
産
手
段
を
国
有
化
（
杜
会
化
）
す
る
と
い
う
計
画
白
体
が
、

法
則
と
考
え
ら
れ
、
分
配
、
流
通
部
面
に
お
け
る
こ
の
法
則
の
具
体
的
あ
ら
わ
れ
と
し
て
、
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
こ
で
は
、
と
く
に
、
ソ
連
邦
の
流
通
が
、
資
本
主
義
的
流
通
と
原
則
的
に
こ
と
な
る
点
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
が
強
調
さ
れ

て
い
る
が
、
私
的
セ
ク
タ
ー
が
の
こ
っ
て
い
る
か
ぎ
り
、
流
通
を
さ
け
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ソ
ピ
ェ
ト
商
業
を
強
化
す
る
必
要
も
ま

た
措
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
ア
ソ
チ
ー
シ
キ
ソ
の
こ
の
見
解
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
時
は
ま
だ
、
せ
ま
い
意
味
で
の
過
渡
期
が
お
わ
り
、
杜
会
主
義
ウ
ク

ラ
ー
ド
が
確
立
さ
れ
れ
ぱ
、
価
値
的
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
は
消
減
す
る
、
と
い
う
考
え
が
お
お
く
み
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
エ
ソ
ゲ
ル
ス

の
広
い
意
味
で
の
経
済
学
の
立
場
か
ら
、
　
「
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
斑
論
」
の
体
系
化
の
必
要
を
み
と
め
、
ン
、
ｏ
体
系
化
を
こ
こ
ろ
み
よ
う

と
し
た
ひ
と
び
と
の
な
か
に
も
、
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
「
経
済
学
消
滅
論
」
の
彰
響
が
、
の
こ
っ
て
い
た
こ
と
を
し
め
し
て
い
る
。
同
時

に
ま
た
、
せ
ま
い
意
味
で
の
過
渡
期
に
た
い
し
、
杜
会
主
義
を
固
定
化
し
、
定
式
化
す
る
傾
向
の
納
芽
が
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
雛
八
の
項
目
は
、
過
渡
経
済
の
再
生
産
の
法
則
の
解
明
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
ま
え
の
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
で
、
過
渡



期
○
基
本
法
則
で
あ
る
計
画
に
つ
い
て
、
解
明
さ
れ
た
こ
と
を
前
提
と
し
、
各
項
目
で
検
討
さ
れ
た
間
題
を
総
括
し
、
生
産
力
の
発

展
テ
ソ
ポ
の
間
題
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
発
展
テ
ソ
ポ
の
な
か
に
、
ソ
ビ
エ
ト
経
済
制
度
の
特
徴
と
優
越

性
が
内
包
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
と
い
う
の
が
、
そ
の
規
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
が
、
ア
ソ
チ
ー
シ
キ
ソ
の
『
要
綱
』
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
６

　
つ
ぎ
に
・
さ
き
に
の
べ
た
、
共
産
党
中
央
委
員
会
組
織
局
に
よ
る
『
ソ
ビ
ヱ
ト
経
済
教
程
要
綱
』
（
コ
ｂ
。
、
ｂ
四
呂
崖
、
、
曽
。
、
《
Ｑ
。
炭
。
、
。
宍
。
、
、

ｃ
・
雪
昌
竃
竃
》
の
あ
げ
て
い
る
項
目
を
み
て
み
よ
う
。
こ
の
要
綱
は
、
つ
ぎ
の
十
二
の
項
目
か
ら
な
っ
て
い
る
。

　
Ｈ
過
渡
期
経
済
の
本
質
　
■
ソ
連
邦
に
お
け
る
計
画
と
盲
目
性
の
克
服
　
嘗
工
業
改
造
の
技
術
的
．
経
済
的
間
題
　
回
農
業
の
杜

会
主
藷
改
造
。
経
済
的
間
題
霊
輸
の
杜
会
義
的
改
造
路
則
と
杜
会
主
義
労
働
組
織
の
間
題
向
一
父
換
・
間
題
蟹

幣
一
信
用
一
金
融
ク
む
ソ
連
邦
に
お
け
る
再
生
産
冊
資
本
主
義
包
囲
下
の
ソ
連
邦
均
国
民
経
済
バ
ラ
ソ
ス
と
国
民
経
済
バ
ラ
ソ

ス
作
成
の
間
題
　
因
第
二
次
五
カ
年
計
画
の
間
題
。

　
　
一
－
一
《
ｃ
。
書
嚢
§
竃
葛
§
竃
四
－
畠
目
轟
§
》
多
軍
宕
。
。
一
。
弓
二

　
一
九
三
一
年
秋
の
新
学
年
か
ら
採
用
さ
れ
た
、
こ
の
『
要
綱
』
は
、
ソ
ピ
エ
ト
経
済
の
具
体
的
研
究
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
ｏ
項
口
を
み
て
も
、
全
体
と
し
て
、
歴
史
的
な
叙
述
に
蒐
点
が
お
か
れ
、
臭
体
的
経
済
の
間
題
が
、
大
き
な
比
重
を
し
め
て
い

る
の
が
・
そ
の
特
徴
で
あ
る
・
右
の
項
目
の
う
ち
、
塘
九
の
再
生
産
と
箪
十
一
の
国
民
経
済
バ
ラ
ソ
ス
と
国
民
経
済
バ
ラ
ソ
ス
作
成

の
間
題
が
・
き
り
は
な
さ
れ
、
と
く
に
国
民
経
済
バ
ラ
ソ
ス
に
つ
い
て
一
項
目
が
も
う
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
一
九
二
六
年
に
中
央

統
蔦
が
菱
し
信
民
舞
バ
ラ
ソ
ス
ギ
ス
タ
ー
－
ソ
が
、
「
拳
・
遊
戯
で
あ
る
一
と
祐
し
た
こ
と
と
関
連
し
、
「
も
し

革
命
的
マ
ル
ク
ス
主
義
者
が
、
総
じ
て
過
渡
期
ｏ
経
済
の
諾
間
魎
を
研
究
し
よ
う
と
の
ぞ
む
な
ら
、
ソ
連
邦
国
民
経
済
バ
ラ
ソ
ス
表

　
　
　
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
（
承
前
）
　
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
　
（
九
一
）
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，
　
九
二
　
（
九
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

式
を
つ
く
り
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
、
お
な
じ
く
ス
タ
ー
リ
ソ
の
指
摘
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
資
本
主

義
包
囲
下
の
ソ
連
邦
」
と
い
う
項
目
も
、
一
九
二
五
－
二
七
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
、
一
国
杜
会
主
義
建
設
の
可
否
に
つ
い
て
の
論
争

が
、
そ
の
後
の
杜
会
主
義
建
設
の
具
体
的
方
策
に
、
お
お
き
な
影
響
を
あ
た
え
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
も
う
け
ら
れ
た
も
の
と
い
え
る

が
、
こ
の
点
、
　
『
要
綱
』
の
構
成
が
、
若
干
一
貫
性
を
か
く
原
因
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
１
）
　
一
九
二
六
年
に
発
表
さ
れ
た
表
式
は
、
一
九
二
三
－
二
四
年
度
の
ソ
連
邦
国
民
経
済
バ
ラ
ソ
ス
表
で
、
レ
オ
ソ
チ
ェ
フ
の
産
業
連
関
表
の

　
　
　
も
と
に
な
っ
た
。
世
界
で
は
じ
め
て
の
マ
ス
目
型
表
式
で
あ
る
。

　
　
（
２
）
　
Ｑ
§
－
目
目
目
一
一
〇
◎
■
｝
¢
■
目
戸
昌
呂
Ｈ
－
戸
○
昌
．
Ｈ
べ
心
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
さ
い
ご
に
、
『
マ
ル
ク
ス
主
義
の
旗
の
も
と
に
』
誌
、
一
九
三
一
年
、
第
十
二
号
に
掲
載
さ
れ
た
、
『
政
治
経
済
学
教
程
要
綱
』

の
う
ち
、
　
「
ソ
ビ
ヱ
ト
経
済
理
論
」
の
記
述
に
あ
て
ら
れ
た
第
十
三
項
目
（
さ
い
ご
の
項
）
を
み
て
み
よ
う
。

　
　
（
１
）
　
こ
の
－
要
綱
」
は
、
十
三
の
項
目
か
ら
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
の
主
要
テ
ー
マ
に
っ
い
て
は
、
　
（
拙
稿
「
広
い
意
味
で
の
経
済

　
　
　
学
に
つ
い
て
」
（
『
立
命
館
経
済
学
』
第
十
巻
、
第
四
号
、
一
一
四
－
一
一
五
べ
－
ジ
）
参
照
。

　
一
　
ソ
ピ
ェ
ト
経
済
理
論
の
対
象
と
方
法

　
　
岬
過
波
期
の
一
般
的
特
徴
。
杜
会
主
義
と
共
産
主
義
。
資
本
主
義
か
ら
杜
会
主
義
へ
の
過
渡
期
の
不
可
避
性
。
ソ
ビ
ヱ
ト
経
済
学
の
特
殊
性
。
一

　
因
に
お
け
る
杜
会
主
義
の
建
設
。

　
　
働
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
確
立
の
方
法
。
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
研
究
に
あ
た
っ
て
、
経
済
政
策
か
ら
杣
象
化
す
る
こ
と
の
不
可
能
性
。
経
済
的
諸
法
則
と
そ
の

　
運
命
。
柵
象
の
眼
界
。
こ
の
間
題
に
お
げ
る
同
志
ブ
ハ
ー
リ
ソ
と
プ
レ
オ
ブ
ラ
ジ
ェ
ソ
ス
キ
ー
の
論
旨
の
訣
謬
、
柚
象
的
な
も
の
か
ら
具
体
的
な
も

　
の
へ
の
上
外
の
問
趣
。
シ
ス
テ
ム
の
統
一
と
全
体
と
し
て
の
過
渡
経
済
の
、
ｎ
時
に
個
々
の
部
門
の
特
殊
件
に
考
慮
を
と
も
な
う
系
統
的
観
察
の
不

　
可
避
性
。



ニ
　
ソ
ピ
ェ
ト
経
済
に
お
け
る
規
制
の
間
題

　
岬
計
画
と
自
然
成
長
力
。
価
値
法
則
と
商
品
Ｈ
資
本
主
義
経
済
に
お
げ
る
そ
の
役
割
。
杜
会
主
義
経
済
の
計
画
性
。
過
渡
経
済
に
お
げ
る
計
画
と

自
然
成
長
と
の
斗
争
。
計
画
の
指
導
的
役
割
。
対
立
物
の
統
一
と
し
て
の
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
。

　
固
価
値
法
則
の
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
へ
の
機
械
論
的
も
ち
こ
み
の
あ
や
ま
り
。
プ
レ
オ
ブ
ラ
ジ
エ
ソ
ス
キ
ー
の
コ
一
つ
の
規
制
老
」
の
概
念
の
あ
や
ま

り
。
同
志
ブ
ハ
ー
リ
ソ
の
労
働
支
出
の
法
則
の
概
念
の
あ
や
ま
り
。
わ
が
国
の
経
済
を
、
も
っ
ぱ
ら
計
画
的
原
理
に
よ
っ
て
の
み
規
制
さ
れ
う
る
と

み
た
す
ひ
と
び
と
の
見
解
の
あ
や
ま
り
。
三
老
一
体
的
規
制
者
に
か
ん
す
る
コ
ー
ン
の
概
念
の
あ
や
ま
り
。

三
　
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
に
お
け
る
搾
収
と
分
配
の
間
題

　
剰
余
価
値
と
剰
余
生
産
物
。
剰
余
生
産
物
の
分
配
問
題
。
さ
ま
ざ
ま
な
都
門
剰
余
価
値
の
間
題
。
お
よ
び
部
門
問
の
相
互
関
係
に
お
げ
る
生
産
価

格
の
問
題
。

ソ
ピ
ェ
ト
経
済
に
お
け
る
賃
金
の
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
と
死
減
。

　
賃
金
と
労
働
の
生
産
力
。
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
の
杜
会
化
さ
れ
た
部
門
、
な
ら
び
に
、
こ
れ
ら
部
門
と
他
人
の
労
働
を
搾
取
し
な
い
小
規
模
商
品
生
産

老
と
の
あ
い
む
の
交
換
に
た
い
す
る
商
業
資
本
お
よ
び
商
業
利
潤
の
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
の
不
適
応
性
。

ソ
ピ
ェ
ト
信
用
の
特
質

　
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
の
杜
会
化
さ
れ
た
部
門
に
た
い
す
る
資
本
主
裁
的
意
味
の
貸
付
利
子
の
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
の
不
適
応
性
。
寓
農
経
済
に
お
げ
る
差
額
地

代
の
問
魍
。

ソ
ピ
ェ
ト
経
済
に
お
け
る
土
地
の
陶
有
化
と
絶
対
地
代
の
廃
棄

ソ
ビ
ェ
ト
連
邦
の
貧
農
お
よ
ぴ
中
農
経
済
に
た
い
す
る
差
額
地
代
の
ヵ
テ
ゴ
リ
ー
の
不
適
応
性
。

四
　
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
に
お
け
る
再
生
産
の
間
題

　
　
　
　
広
い
意
味
で
の
経
済
学
に
つ
い
て
（
承
前
一
）
　
（
木
原
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
　
　
（
九
三
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
二
巻
・
第
一
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
四
　
（
九
四
）

　
　
岬
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
に
お
げ
る
拡
大
再
生
産
と
杜
会
主
義
蓄
積
の
問
題
。
不
均
衡
と
商
品
飢
饅
の
問
題
。
杜
会
主
義
建
設
の
み
ぢ
と
し
て
の
工
業
化
。

　
工
業
化
の
急
速
な
テ
ソ
ポ
の
必
要
。
牛
産
力
の
急
速
な
要
因
と
し
て
の
大
衆
の
杜
会
主
義
的
意
識
性
お
よ
び
労
働
積
極
性
の
増
大
。
労
働
の
新
形
態
。

　
　
旧
農
業
の
杜
会
主
義
的
改
造
。
集
団
化
の
問
題
。
階
級
と
し
て
の
富
農
の
一
掃
。
機
械
・
ト
ラ
ク
タ
ー
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ソ
、
コ
ル
ホ
ー
ズ
、
ソ
フ

　
ホ
ー
ズ
。
過
渡
瑚
の
階
級
斗
争
。
過
渡
期
の
さ
ま
ざ
ま
な
階
級
に
お
げ
る
「
だ
れ
が
だ
れ
を
」
の
問
題
。
新
経
済
政
策
の
新
段
階
と
そ
の
特
徴
づ
け
。

　
　
○
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
発
展
の
み
ち
に
か
ん
す
る
右
翼
日
和
見
主
義
的
お
よ
ぴ
ト
ロ
ッ
キ
ー
主
義
的
問
題
提
起
の
あ
や
ま
り
。
コ
ル
ホ
ー
ズ
建
設
に
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
１
）

　
げ
る
危
険
性
と
し
て
の
右
翼
目
和
見
主
義
。
コ
ル
ホ
ー
ズ
建
設
に
お
げ
る
反
中
農
的
否
曲
の
ト
ロ
ツ
キ
ー
主
義
的
性
質
。

　
　
（
１
）
　
以
上
は
邦
訳
『
マ
ル
ク
ス
主
義
の
旗
の
下
に
』
第
二
年
第
五
号
八
五
－
八
六
べ
－
ジ
に
よ
る
。

　
個
六
の
問
題
の
検
討
は
、
あ
ら
た
め
て
と
り
あ
げ
る
こ
と
に
す
る
が
、
こ
こ
に
あ
げ
た
、
一
九
三
一
年
に
発
表
さ
れ
た
、
そ
れ
ぞ

れ
三
つ
の
『
要
綱
ｎ
一
か
ら
あ
き
ら
か
な
こ
と
は
、
エ
ソ
ゲ
ル
ス
の
広
い
意
味
で
の
経
済
学
の
立
場
か
ら
、
過
波
期
と
し
て
の
ソ
ビ
ェ

ト
経
済
の
法
則
を
あ
き
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
こ
こ
ろ
み
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
こ
の
点
で
、
一
九
二
八
年
か
ら
二
九
年
の
、
経
済
学
に
お
け
る
機
械
論
的
概
念
と
観
念
論
的
概
念
の
批
判
を
つ
う
じ
、
一
九
三
〇
年

か
ら
三
一
年
に
か
け
て
「
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
理
論
」
を
体
系
化
し
よ
う
と
す
る
こ
こ
ろ
み
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
、
「
杜
会
主
義
経
済
学
」

の
確
立
過
程
に
お
け
る
、
重
要
な
ひ
と
つ
の
転
期
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
こ
〇
三
つ
の
『
要
綱
」
は
、
と
も
に
、
具
体
的
な
経
済
閑
題
と
、
歴
史
的
発
展
過
秋
に
も
と
づ
き
、
せ
ま
い
意
味
で
の

過
渡
期
ｏ
法
則
の
解
則
と
、
ソ
ビ
ェ
ト
経
済
の
特
殊
性
　
　
費
本
主
義
と
の
原
則
的
相
異
　
　
を
あ
き
ら
か
に
す
る
こ
と
に
、
重
点

が
お
か
れ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
一
九
三
一
年
の
『
要
綱
」
は
、
二
〇
年
代
の
い
ろ
い
ろ
の
諭
↑
と
批
判
と
を
つ
う
じ
て
こ
こ
ろ
み
ら
れ
た
、

ひ
と
つ
の
総
折
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。


